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はじめに

こ こ では、 次の項について説明し ます。

 • 表記法

 • 関連資料

 • マニ ュ アルの入手方法およびテ ク ニカル サポー ト

表記法
こ のマニ ュ アルでは、 次の表記法を使用し ています。

表 2-1 表記法

表記法 説明

太字 コ マン ド 、 キーワー ド 、 およびユーザが入力する テキ ス ト は太字で記
載さ れます。

イ タ リ ッ ク 体 文書の タ イ ト ル、 新規用語、 強調する用語、 およびユーザが値を指定
する引数は、 イ タ リ ッ ク体で示し ています。

[ ] 角カ ッ コ の中の要素は、 省略可能です。

{x | y | z} 必ずいずれか 1 つを選択し なければな ら ない必須キーワー ド は、 波
カ ッ コ で囲み、 縦棒で区切って示し ています。

[x | y | z] いずれか 1 つを選択で き る省略可能なキーワー ド は、 角カ ッ コ で囲み、
縦棒で区切って示し ています。

string 引用符を付けない一組の文字。 string の前後には引用符を使用し ませ
ん。 引用符を使用する と 、 その引用符も含めて  string と みな されます。

courier フ ォ ン ト システムが表示する端末セ ッ シ ョ ンおよび情報は、 courier フ ォ ン ト で
示し ています。

<> パス ワー ド の よ う に出力さ れない文字は、 山カ ッ コ で囲んで示し てい
ます。

[ ] シ ス テム  プ ロ ンプ ト に対するデフ ォル ト の応答は、 角カ ッ コ で囲んで
示し ています。

!、 # コー ド の先頭に感嘆符 （!） ま たはポン ド 記号 （#） があ る場合には、 コ
メ ン ト 行であ る こ と を示し ます。
vii
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（注） 「注釈」 です。

ヒ ン ト 「問題解決に役立つ情報」 です。

注意 「要注意」 の意味です。 機器の損傷ま たはデータ損失を予防する ための注意事項が記述されて
います。

警告 「危険」 の意味です。 人身事故を予防する ための注意事項が記述されています。 装置の取 り 扱
い作業を行 う と きは、 電気回路の危険性に注意し、 一般的な事故防止策に留意し て く だ さ い。
（こ のマニ ュ アルに記載されている警告の翻訳を参照するには、 付録の 「翻訳版の安全上の警
告」 を参照し て く だ さ い）。

関連資料
Mobility Services Engine および関連製品についての詳細は、
http://www.cisco.com/c/en/us/support/wireless/mobility-services-engine/tsd-products-support-series-h
ome.html を参照し て く だ さ い。

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポー ト
マニ ュ アルの入手方法、 テ ク ニカル サポー ト 、 その他の有用な情報について、 次の URL で、
毎月更新さ れる 『What's New in Cisco Product Documentation』 を参照し て く だ さ い。 こ こ にはシ
ス コ の新規および改訂版の技術マニ ュ アルの一覧も示さ れています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』 は RSS フ ィ ード と し て購読でき ます。 また、 リ ー
ダー アプ リ ケーシ ョ ンを使用し て コ ンテンツがデス ク ト ッ プに直接配信される よ う に設定する こ
と もでき ます。 RSS フ ィ ード は無料のサービ スです。 シス コは現在、 RSS バージ ョ ン 2.0 をサ
ポー ト し ています。
viii
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第 章1

CMX 分析について

CMX 分析は、 Mobility Services Engine （MSE） か ら の Wi-Fi デバイ ス  ロ ケーシ ョ ン を分析する
ためにパ ッ ケージ化さ れたデータ分析ツールを提供する シ ス テムです。 CMX 分析サービ スは、
MSE リ リ ース  7.4 で初めて統合さ れた高度な ロ ケーシ ョ ン  サービ スです。

ネ ッ ト ワーク内でワ イ ヤレ ス  デバイ スが有効化さ れている場合、 そのワ イ ヤレ ス  デバイ スは
プ ローブ要求パケ ッ ト を送信し て、 その近隣のワ イ ヤレ ス  ネ ッ ト ワーク を識別し ます。 ワ イ ヤ
レ ス  LAN （WLAN） のア ク セス  ポ イ ン ト に接続し た後で も、 ク ラ イ アン ト  デバイ スは、 よ り
良い QoS を得る ために、 他のア ク セス  ポ イ ン ト を特定する ためのプ ローブ要求パケ ッ ト を送
信し続け ます。 ア ク セス  ポ イ ン ト は、 各種のワ イ ヤレ ス  デバイ スか ら こ の要求 と 関連する受
信信号強度イ ンジケータ （RSSI） を収集し、 それ ら を ワ イ ヤレ ス  LAN コ ン ト ローラ （WLC）
に送信し ます。 コ ン ト ローラ は、 こ の情報を分析のために MSE に送信し ます

各種 AP か ら収集さ れた基本データ を分析する と 、 建物内で Wi-Fi デバイ ス を使用し ている
ユーザの移動および行動パターンについて情報や知識を得る こ と がで き ます。 建物 と し ては、
空港、 シ ョ ッ ピ ン グ  モール、 シテ ィ  セン ターなどが考え られます。

CMX 分析シ ス テムは、 次の内容を実行し ます。

 • ビジ ター数、 費やす時間、 敷地内部に訪れる頻度を推定し ます。

 • 敷地内部を移動し、 対話する人々の行動パターンに対する詳細な洞察を提供し ます。

 • 敷地内部のマーケテ ィ ン グ を測定し て、 ビジネス  パフ ォーマン ス を分析し ます。

 • ピーク時に十分な人員を配置する こ と 、 適切な信号、 十分に活用されていない領域に変更
を加え る こ と で、 顧客満足度を向上させます。

CMX 分析に よ り 、 組織は WiFi およびロ ケーシ ョ ン  テ ク ノ ロ ジーか ら、 多 く の有用なビジネス  
イ ンテ リ ジ ェ ン ス を得る こ と がで き ます。 ロ ケーシ ョ ン  テ ク ノ ロ ジーが機能する ためには、 正
確なマ ッ プ と 、 少な く と も  3 個のア ク セ ス  ポ イ ン ト （AP） か ら の三角測量に よ る計算が必要
です。 多 く の導入環境では、 AP が 2 個し かな く 、 三角測量に よ る ロ ケーシ ョ ン計算を実行で
き ません。 プレゼン ス分析を使用する と 、 1 ～ 2 個の AP だけを導入し ている組織で も  WiFi テ
ク ノ ロ ジーを使って顧客のパターン と 振る舞いを把握で き ます。 プレゼン ス分析の詳細につい
ては、 第 6 章 「プレゼン ス分析」 を参照し て く だ さ い。

CMX 分析サービ スは、 次のモー ド を使用する よ う に設定さ れています。

 • ロ ケーシ ョ ン専用モー ド ： ロ ケーシ ョ ン対応ゾーンのデータ を収集する には、 Prime 
Infrastructure （PI） か ら ゾーン を イ ンポー ト する必要があ り ます。

 • プレゼン ス専用モー ド ： プレゼン ス対応サ イ ト のデータ だけを収集する には、 プレゼン ス  
サ イ ト を作成する必要があ り ます。 PI か ら ゾーン を イ ンポー ト する必要はあ り ません。

 • 混在モー ド ： ロ ケーシ ョ ン  ゾーン と プレゼン ス  サ イ ト の両方のデータ を収集する には、 PI 
か ら ゾーン を イ ンポー ト し、 プレゼン ス  サ イ ト を作成する必要があ り ます。
1
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 第 1 章      CMX 分析について             
Cisco Unified Wireless Network での CMX 分析
こ の章は次のセ ク シ ョ ンで構成さ れています。 こ の章は次のセ ク シ ョ ンで構成されています。

 • 「CMX 分析シ ス テムのセ ッ ト  ア ッ プのワー ク フ ロー」 （P.2-1）

 • 「Cisco Unified Wireless Network での CMX 分析」 （P.1-2）

 • 「ネ ッ ト ワーク情報の取得」 （P.1-3）

Cisco Unified Wireless Network での CMX 分析
Cisco Unified Wireless Network (CUWN) ソ リ ューシ ョ ンは、ビジネスのための非常に高いレベル
のネ ッ ト ワーク  セキ ュ リ テ ィ と 多用途性を実現し ます。 Cisco UWN ソ リ ューシ ョ ンでは、 オ
フ ィ ス内でのモビ リ テ ィ 向上やオフ ィ ス  ビルデ ィ ン グ間の接続のための安全な ワ イ ヤレ ス  
ネ ッ ト ワーク を提供し て、 ご使用のネ ッ ト ワーク を強化で き ます。 次に、 CUWN の コ ンポーネ
ン ト を示し ます。

 • ア ク セス  ポ イ ン ト ： ア ク セス  ポ イ ン ト はワ イ ヤレ ス  ア ク セス を提供する ネ ッ ト ワーク側
のエン ド  ポ イ ン ト です。

 • ワ イ ヤレ ス  LAN コ ン ト ローラ ： WLAN コ ン ト ローラ は、 高い拡張性 と 柔軟性を備えたプ
ラ ッ ト フ ォームで、 中大規模企業やキ ャ ンパス環境での ミ ッ シ ョ ン ク リ テ ィ カルな ワ イ ヤ
レ ス通信のためのシ ス テム全体のサービ ス を実現し ます。 802.11n と  802.11 ac パフ ォーマ
ン ス と 最大限の拡張性を重点に置いて設計さ れた WLAN コ ン ト ローラ は、5000 個か ら  250 
個のア ク セス  ポ イ ン ト までを同時に管理する能力に よ り 強化さ れた稼働時間、 信頼性の高
いス ト リ ー ミ ン グ  ビデオや有料レベルの音声品質を可能にする優れたパフ ォーマン ス、 そ
し て要求が非常に高い環境での安定し たモビ リ テ ィ 経験を実現する進んだデ ィ ザス タ  リ カ
バ リ 性能を備えています。 ワ イ ヤレ ス  LAN コ ン ト ローラ は、 AP がどのチャ ネルを操作し
ている か、 ク ラ イ アン ト はどのよ う に AP に接続するか、 どのセキ ュ リ テ ィ  タ イプがサポー
ト されているかなどについて、 AP を積極的に管理し ます。

 • Cisco Prime Infrastructure ： Prime Infrastructure はネ ッ ト ワーク管理者に、 RF 予測、 ポ リ
シー プ ロ ビジ ョ ニン グ、 ネ ッ ト ワーク最適化、 ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ、 ユーザ ト ラ ッ キ
ン グ、 セキ ュ リ テ ィ  モニ タ リ ン グ、 および有線/無線 LAN シ ス テム管理の統一ソ リ ュー
シ ョ ン を提供し ます。 堅固なグ ラ フ ィ カル イ ン ターフ ェ イ スで、 有線/無線 LAN の展開や
操作はシンプルで コ ス ト 効率の高い も のにな り ます。 詳細な ト レ ン ド 分析および分析レ
ポー ト に よ り 、 Prime Infrastructure は現行のネ ッ ト ワーク操作に不可欠な も のにな り ます。

 • Mobility Services Engine ： Cisco Mobility Services Engine （MSE） は、 モビ リ テ ィ  サービ スお
よびアプ リ ケーシ ョ ンの配信に新たなアプ ローチを提供する、 オープン  プ ラ ッ ト フ ォーム
です。 MSE は、 Prime Infrastructure に よ って管理さ れ、 さ ま ざ ま なサービ ス をサポー ト し
ます。 次の 2 種類の MSE モデルが使用可能です。

 – Cisco 3355 Mobility Services Engine

 – Mobility Service Engine 仮想アプ ラ イ アン ス

次の図は、 CMX 分析シ ス テムに組み込まれる アーキテ ク チャ全体を示し ます。 CMX 分析シ ス
テムは、 次の コ ンポーネン ト で構成さ れます。

 • 分析

 • レポー ト

 • 管理機能
2
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ネ ッ ト ワーク情報の取得
図 1-1 CMX 分析アーキテ クチャ

ネ ッ ト ワーク情報の取得
デバイ ス ま たはパス情報データベースのダ ウ ン ロー ド および作成プ ロ セスは自動的に行われま
す。 新たに イ ン ス ト ールし た場合、 データ の収集はただちに開始され、 15 分ご と にデータ の増
分をダ ウ ン ロー ド し続け ます。 データ を収集し ている既存の MSE へア ッ プグ レー ド する場合、
シ ス テムは 15 分ご と のダ ウ ン ロー ド を続け る前に、過去 3 日間ま たは正常終了し た最終のダ ウ
ン ロー ド （最短であ る も のすべて） か ら のデータ をダ ウ ン ロー ド し ます。 分析は、 データ が
データベースに存在する場合すぐに利用で き ます。

（注） 分析は、 分析データベースに保存さ れている現在利用可能なデータ で実行されます。 未加工の
データ量には制限があ り 、 MSE の使用可能なデ ィ ス ク容量に基づいています。 最新の状態に
データ を維持する には、 いずれかの時点で、 ロール オーバーま たはプルーニン グが必要です。
そのため、 分析に使用で き る日数は、 保存で き る ポ イ ン ト の量に左右されます。 現在のデフ ォ
ル ト は 800 万ポ イ ン ト で、 790 万ポ イ ン ト に切 り 下げ られます。 し か し、 分析データベースに
比べてかな り 小さ い集約データベース ま たはサマ リ ー データベースか ら レポー ト が実行されま
す。 こ れは、 よ り 長い期間データ を保持する ため、 結果的に分析よ り 広範囲の日数を レポー ト
に使用で き る こ と を意味し ます。
3
Cisco CMX 分析サービス コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン  ガイ ド     

OL-32454-01-J



 第 1 章      CMX 分析について             
ネ ッ ト ワーク情報の取得
4
Cisco CMX 分析サービス コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン  ガイ ド

OL-32454-01-J



Cisco CMX
OL-32454-01-J
第 章2

CMX 分析の概要

こ の章では、 前提条件、 シ ス テム要件、 および Cisco CMX 分析サービ ス を イ ネーブルにする方
法について説明し ます。

こ の章の内容は、 次の と お り です。

 • 「CMX 分析シ ス テムのセ ッ ト  ア ッ プのワー ク フ ロー」 （P.2-1）

 • 「CMX 分析サービ ス を イ ネーブルにする ための前提条件」 （P.2-3）

 • 「WebGL 要件」 （P.2-5）

CMX 分析システムのセ ッ ト  ア ッ プのワーク フ ロー
次の表に、 CMX 分析シ ス テム をセ ッ ト  ア ッ プする際に従 う べき手順を示し ます。

表 2-1 CMX 分析システムのセ ッ ト  ア ッ プのプロセス 

プロセス 説明

1. 前提条件を確認し ます。 次の URL を参照し て く だ さ い。

「CMX 分析サービ ス を イ ネーブルにする ための前提条件」
（P.2-3）

2. Prime Infrastructure の
セ ッ ト ア ッ プ と 開始

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/net_mgmt/prime/infrastru
cture/2-0/quickstart/guide/cpi_qsg.html を参照し て く だ さ い。

3. Prime Infrastructure の
ユーザ イ ン ターフ ェ イ
スへの ロ グ イ ン

次の URL を参照し て く だ さ い。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/net_mgmt/prime/infrastru
cture/2-0/quickstart/guide/cpi_qsg.html#pgfId-42039

4. ラ イ セン スの管理 次の URL を参照し て く だ さ い。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/net_mgmt/prime/infrastru
cture/2-0/administrator/guide/PIAdminBook/licensing.html

5. Prime Infrastructure への
モビ リ テ ィ  サービ ス  エ
ンジンの追加 

次の URL を参照し て く だ さ い。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/mse/7-6/MSE_C
AS/7_6_MSE_CAS/7_4_MSE_CAS_chapter_010.html#ID136

6. MSE ト ラ ッ キング と 履
歴パ ラ メ ータ を設定し
ます。

次の URL を参照し て く だ さ い。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/mse/7-6/MSE_C
AS/7_6_MSE_CAS/7_4_MSE_CAS_chapter_010.html#ID136
1
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7. ク ラ イ アン ト の管理 Prime Infrastructure で ク ラ イ ア ン ト が リ アル タ イ ムで表示
さ れる かど う かを確認する には、 次の URL を参照し て く
だ さ い。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/prime_infrastruct
ure/2-0/configuration/guide/pi_20_cg/clientmgmt.html#pgfId-1
288722

8. フ ロ ア領域の追加 次の URL を参照し て く だ さ い。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/prime_infrastruct
ure/2-0/configuration/guide/pi_20_cg/maps.html#wp1670968

9. カバレ ッ ジ領域の定義 次の URL を参照し て く だ さ い。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/prime_infrastruct
ure/2-0/configuration/guide/pi_20_cg/maps.html#wp1671523

10. フ ロ ア  マ ッ プへの GPS 
マーカーの追加

詳細については、 次の URL を参照し て く だ さ い。

 • 「Geo-Location のモニ タ リ ングの前提条件」 （P.2-4）

 • http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/mse/3350/7-2/
wIPS_Configuration/Guide/wIPS_72/msecg_Monitoring_S
ystem.html#wp1241724

11. フ ロ アでの包含領域 と
除外領域の定義

詳細については、 次の URL を参照し て く だ さ い。

 • 「フ ロ ア上の包含領域 と 除外領域の定義に関する前提条
件」 （P.2-4）

 • http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/prime_infrastr
ucture/2-0/configuration/guide/pi_20_cg/maps.html#wp112
3748

（注） MSE のデータベースに使用可能なデータ があ る場合、 分析のために十分なデータ を収
集およびア ッ プ ロー ド する の 15 ～ 20 分待ち ます。 MSE が初めてデータ を収集する場
合、 分析を実行する ために十分なデータ が収集さ れる までに 1 時間以上かか り ます。
データ が MSE か ら分析データベースへの転送を開始する と 、 分析で使用可能にな る
まで 1 時間以上かか り ます。 ポ イ ン ト はパス /ア ク セスにま と め られ、 完了し たパスの
みデータベースに書き込まれます。 パスは 1 時間以上新し いポ イ ン ト が表示さ れなけ
れば閉じ ます。

12. CMX 分析の イ ネーブ
ル化 

「モビ リ テ ィ  サービ ス  エンジンでの CMX 分析サービ スの イ
ネーブル化」 （P.2-5）

13. ユーザ アカ ウ ン ト の
管理

次の URL を参照し て く だ さ い。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps12239/products_install
ation_and_configuration_guides_list.html

14. CMX 分析ユーザ イ ン
ターフ ェ イ ス を起動し
ます。

次の URL を参照し て く だ さ い。

「CMX 分析ユーザ イ ン ターフ ェ イ スへの ロ グ イ ン」 （P.2-5）

表 2-1 CMX 分析システムのセ ッ ト  ア ッ プのプロセス （続き）

プロセス 説明
2
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CMX 分析サービスをイネーブルにするための前提条件
 • CMX 分析シ ス テムは、 Cisco Mobility Services Engine （MSE） か ら入力情報を取得し ます。

CMX 分析は、 MSE の イ ン ス ト ールの一部 と し て イ ン ス ト ール さ れますが、 Prime 
Infrastructure UI で、 使用で き る サービ スの中か ら、 CMX 分析サービ ス を明示的に選択する
必要があ り ます。 CMX 分析サービ スの イ ネーブル化の詳細については、 「モビ リ テ ィ  サー
ビ ス  エンジンでの CMX 分析サービ スの イ ネーブル化」 （P.2-5） を参照し て く だ さ い。

 • ネ ッ ト ワーク の特定の部分のデータ を使用する場合は、 mse.properties

（/opt/mse/analytics/intellify/tools/MSEclient/mse.properties） フ ァ イルを編
集し て、 分析する ネ ッ ト ワーク、 ビルデ ィ ン グ、 フ ロ アを選択で き る よ う にする必要があ
り ます。

mse.properties フ ァ イルを編集する際は、 次のガ イ ド ラ イ ンに従って く だ さ い。

 – Network、 building、 ま たは floor ： デフ ォル ト では、 分析は MSE 内で使用で き るすべて
のデータ を取得し ます。 こ の 3 個の設定を使用する こ と で、 1 つのサブセ ッ ト のみをダ
ウ ン ロー ド する こ と がで き ます。 た と えば、 ネ ッ ト ワーク  N 内に、 3 つのビルデ ィ ン
グ  B1、 B2、 B3 があ り 、 その う ちビルデ ィ ング  B1 と ビルデ ィ ング  B2 のみに対し て分
析を実行する場合、 buildings=N>B1,N>B2 と 指定する必要があ り ます。

 – max-history ： デフ ォル ト では、 分析を初めてア ク テ ィ ブに し た と き、 分析は MSE の履
歴フ ァ イルで過去 3 日間のデータ を検索し、 データ があ る場合はそれを取得し よ う と
し ます。 履歴フ ァ イルに こ れよ り も多 く の使用可能なデータ あ る場合に、 そのデータ
を取得する には、 こ れを異な る値に設定する必要があ り ます。

max-history に nnnD と 設定する  nnn 日間、 nnnW と 設定する と  nnn 週間分が取得 さ れ
ます。

 – Control the size of the database ： データベースのサ イ ズを制御する ために、 新し いパ ラ
メ ータ  max-points および reset-points が mse.properties フ ァ イルに追加さ れます。 データ
ベースが 800万 ポ イ ン ト の し き い値に達する と 、 790万 ポ イ ン ト にサ イ ズを リ セ ッ ト す
る ために最も古いデータ が削除さ れます。

（注） CMX 分析が MSE のデータ にア ク セスする には、 MSE で履歴パ ラ メ ータ を設定する必
要があ り ます。 詳細については、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/mse/7-6/MSE_CAS/7_6_MSE_CAS/7_4_MSE
_CAS_chapter_010.html#ID136 を参照し て く だ さ い。

（注） ブ ラ ウザおよびハー ド ウ ェ アに よ っては、 2 MB 以上の画像が 3D 環境で表示さ れない
場合があ り ます。 mse.properties フ ァ イルで、 max-dimension の値を設定し ます。 た
と えば、 max-dimension を  2048 に設定する と 、 画像の解像度を長辺で最大 2048 ピ ク
セルに減らすこ と がで き ます。

 – すべての設定 （前述の情報を含む） はプ ロパテ ィ  フ ァ イルに記載されています。

 • CMX 分析では、 CMX 分析の視覚化 と レポー ト を機能させる ために、 Prime Infrastructure に
フ ロ ア図面 と カバレ ッ ジ領域が定義さ れている必要があ り ます。 各フ ロ ア図面にフ ロ ア番
号を指定する必要があ り ます。 同じ階のフ ロ アは同じ番号であ る必要があ り 、 その階よ り
も上のフ ロ アは、 その階よ り も大き い数字であ る必要があ り ます。 カバレ ッ ジ領域の選択
は、 レポー ト 対象のゾーンに対応し ます。 ロ ケーシ ョ ン  A の詳細を調べる には、 その場所
を定義し ている領域が、 Prime Infrastructure で使用で き る よ う にする必要があ り ます。
3
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 • Prime Infrastructure UI で、 各フ ロ アにつき少な く と も  3 個の GPS マーカーを定義で き ます
（オプシ ョ ン）。

 • 信頼で き る ロ ケーシ ョ ン情報を取得する には、 3 つの AP が必要です。

フ ロア上の包含領域と除外領域の定義に関する前提条件

 • 包含領域 と 除外領域は多角形で表さ れ、 最低 3 点で構成さ れる必要があ り ます。 ポ イ ン ト
は建物の外部にあ る場合があ り ます。 そ こ にデバイ スが存在する場合、 カバレ ッ ジ領域が
作成さ れます。 ま たあ る時は、 ポ イ ン ト が屋内に存在し、 最も近い屋内の ロ ケーシ ョ ンに
移動する場合があ り ます （同じ こ と が屋内の繋が り に く いエ リ アで も考え られます）。 包含
領域 と 除外領域を定義する こ と で、 よ り 分析結果の整合性が高 く な り ます。

 • フ ロ ア上の包含 リ ージ ョ ン を  1 つだけ定義で き ます。 デフ ォル ト では、 各フ ロ アの包含
リ ージ ョ ンは、 その リ ージ ョ ンが Prime Infrastructure に追加さ れる と き に定義さ れます。
包含 リ ージ ョ ンは水色の実線で示さ れ、 通常は リ ージ ョ ンの輪郭を描き ます。

 • フ ロ ア上の除外 リ ージ ョ ン を複数定義で き ます。

 • 新たに定義さ れた包含 リ ージ ョ ン と 除外 リ ージ ョ ンは、 Mobility Services Engine に よ って ロ
ケーシ ョ ンが再計算さ れた後に ヒ ー ト マ ッ プ上に表示されます。

Geo-Location のモニ タ リ ングの前提条件

MSE は、 有線 ク ラ イ アン ト 、 有線エン ド ポ イ ン ト 、 ス イ ッ チ、 コ ン ト ローラ、 ワ イ ヤレ ス  
ネ ッ ト ワーク構成内にあ る ア ク セス  ポ イ ン ト の物理ロ ケーシ ョ ン を提供し ます。 現在、 MSE 
は ノ ースバウ ン ド  エンテ ィ テ ィ か ら サウ スバウ ン ド  エンテ ィ テ ィ までの外部エンテ ィ テ ィ に 
Geo-Location 形式で ロ ケーシ ョ ン情報を提供し ています。

MSE に よ っ て提供 さ れる  Geo-Location 情報の精度を向上する ために、 こ の機能はデバ イ スの
ジオ メ ト リ ッ ク  ロ ケーシ ョ ン座標を  Geo-Location 座標 （経度 と 緯度） に変換し、 ノ ースバウ
ン ド  イ ン ターフ ェ イ ス と サ ウ スバウ ン ド  イ ン ターフ ェ イ ス を介し て外部エンテ ィ テ ィ に提供
し ます。

GPS マーカーは 2D ビ ューだけに必要であ り 、 3D ビ ューでは不要です。 3D ビ ューは GPS マー
カーな し で も使用で き ます。

（注） CMX 分析では、 結果が正し い地理的な場所に表示さ れる ために、 2D の OpenStreetMap のすべ
ての点が緯度/経度 と し て座標を持っている必要があ り ます。

（注） GPS マーカーの情報は、 2D の Open Street Maps ビ ューで構築し た結果を表示する ために、
CMX 分析で必要です。 GPS マーカーが設定さ れていない場合、 警告 メ ッ セージが表示さ れま
す。 GPS マーカーの緯度 と 経度は、 Google マ ッ プま たは Open Street Map などの一部のマ ッ ピ
ン グ  ソ フ ト ウ ェ アで取得さ れる こ と が多いです。
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第 2 章      CMX 分析の概要

WebGL 要件 
モビ リ テ ィ  サービス エンジンでの CMX 分析サービスのイネーブル化

（注） CMX 分析サービ ス を イ ネーブルにする と 、 プレゼン ス分析が イ ネーブルにな り ます。

Prime Infrastructure UI のモビ リ テ ィ  サービ ス  エンジンで CMX 分析を イ ネーブルにする には、
次の手順に従います。

ステ ッ プ 1 MSE 管理 UI を起動し ます。 MSE 管理ユーザ イ ン ターフ ェ イ ス を起動する には、 Web ブ ラ ウザ
で https://mseip/mseui/ と 入力する か、 ま たは Cisco Prime Infrastructure （PI） の 
[Services] > [Mobility Services Engines] ページで MSE 名 リ ン ク を ク リ ッ ク し て起動し ます。
[Administration] > [User Preference] ページではデフ ォル ト で MSE 管理 UI が イ ネーブルになっ
ています。

ステ ッ プ 2 ユーザ名 と パス ワー ド を入力し、 [Sign In] を ク リ ッ ク し ます。

MSE 管理 UI ホームページが表示さ れます。 使用可能なすべての MSE サービ スが、 ホームペー
ジの [Services] グループ ボ ッ ク スの下に表示さ れます。

ステ ッ プ 3 [Services] グループ ボ ッ ク スで CMX 分析サービ ス を イ ネーブルに し ます。

ステ ッ プ 4 [Save （保存） ] を ク リ ッ ク し ます。

CMX 分析ユーザ イン ターフ ェ イスへのログイン

Web ブ ラ ウザを介し て  CMX 分析ユーザ イ ン ターフ ェ イ スに ロ グ イ ンする には、 次の手順を実
行し ます。

ステ ッ プ 1 ユーザ名 と パス ワー ド を使用し て  MSE 管理 UI に ロ グ イ ン し ます。

ステ ッ プ 2 [Apps] グループ ボ ッ ク スで、 [CMX Analytics Service] を ク リ ッ ク し ます。

CMX 分析ユーザ イ ン ターフ ェ イ ス （UI） ロ グ イ ン  ページが表示さ れます。

ステ ッ プ 3 ユーザ名 と パス ワー ド を入力し ます。

ステ ッ プ 4 [Login] を ク リ ッ ク し ます。

CMX 分析のホーム  ページが表示さ れます。

WebGL 要件
CMX 分析では、 2D （Open Street Map） および 3D （WebGL） 環境の両方で分析結果を表示で き
ます。 こ れに よ り 、 フ ロ ア  パスが複数あ る場合や、 複数階のビルデ ィ ン グ全体で滞在時間が計
算さ れる と き に、 結果がわか り やす く な り ます。 3D 環境は 2D 環境 と 同じ情報を表示し ます。

WebGL はグ ラ フ ィ ッ ク機能を提供する高度な機能です。 特定のハー ド ウ ェ アでは、 すべての
ブ ラ ウザが WebGL をサポー ト し ていません。 ブ ラ ウザの互換性は、 URL ： http://get.webgl.org/  
で確認し て く だ さ い。 ご使用のブ ラ ウザで WebGL をサポー ト し ている場合は、 回転する立方
体が表示さ れます。
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 第 2 章      CMX 分析の概要             
WebGL 要件
ブ ラ ウザが WebGL をサポー ト し ていない場合は、 次の手順に従います。

 • ビデオ カー ド の最新の ド ラ イバを更新し ます。

 • Google Chrome の場合、 Google Chrome のサポー ト  Web サ イ ト の説明に従って く だ さ い。

 • Firefox の場合、 WebGL を イ ネーブルにする には、 次の手順に従って く だ さ い。

 – ブ ラ ウザのア ド レ ス行に、 about:config と 入力し ます。

 – [Search] テキ ス ト  ボ ッ ク スに、 設定を フ ィ ルタする ために webgl と 入力し ます。

 – webgl.forceenabled ダブル ク リ ッ ク し ます。

 – webgl.disables がデ ィ セーブルになっている こ と を確認し ます。

 • Safari の場合、 WebGL を イ ネーブルにする には、 次の手順に従って く だ さ い。

 – Safari ブ ラ ウザの最新のビル ド をダ ウ ン ロー ド し ます。

 – [Develop] メ ニ ューを イ ネーブルに し、 WebGL を イ ネーブルに し ます。

 – [Develop] メ ニ ューを イ ネーブルにする には、 [Safari] > [Preferences] を選択し ます。

 – [Advanced] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

 – [Show Develop menu in menu bar] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

 – [Develop] メ ニ ューか ら、 [Enable WebGL] を選択し ます。

（注） GPS マーカーが有効な場合は、 ご使用のシ ス テムで 3D がサポー ト さ れていない場合、 分析結
果は 2D Open Street Map ビ ューでのみ表示されます。

 • Internet Explorer バージ ョ ン  11 では WebGL がサポー ト されますが、 これよ り 前のすべての
バージ ョ ンでは WebGL がサポー ト さ れません。
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CMX 分析サービスのラ イセンス要件

CMX 分析をア ク テ ィ ブにする には、 CMX ラ イ セン ス （L-AD-LS-xAP） が必要です。 MSE に接
続さ れる ネ ッ ト ワーク上の各 AP ご と に ラ イ セン スが必要です。

MSE 7.5、 7.6、 8.0 バージ ョ ン ： Cisco MSE 3355 は、 Cisco MSE ロ ケーシ ョ ン  サービ ス ま たは 
CMX サービ ス （以前は Advanced Location Service と 呼ばれていたサービ ス） 用に最大 2500 個
のア ク セス  ポ イ ン ト をサポー ト し ます。 Cisco MSE 仮想アプ ラ イ アン スは、 サーバ リ ソースに
応じ て、 最大 5,000 個のア ク セス  ポ イ ン ト をサポー ト し ます。

MSE 7.4 バージ ョ ン ： Cisco MSE 3355 は、 Cisco MSE ロ ケーシ ョ ン  サービ ス ま たは CMX サー
ビ ス （以前は Advanced Location Service と 呼ばれていたサービ ス） 用に最大 500 個のア ク セ ス  
ポ イ ン ト をサポー ト し ます。 Cisco MSE 仮想アプ ラ イ アン スは、 サーバ リ ソースに応じ て、 最
大 1,000 個のア ク セス  ポ イ ン ト をサポー ト し ます。

追跡対象エン ド  デバイ スの数は、 AP ラ イ セン スの数に依存し ません。 エン ド  デバイ ス数の上
限は、 サーバー リ ソースに応じ て 3355 では 25,000 個、 仮想 MSE では 50,000 個です。
1
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[CMX Analytics] ホーム ページについて

CMX 分析のユーザ イ ン ターフ ェ イ ス を使用する こ と で、 さ ま ざ ま な分析手法を使用し て ワ イ
ヤレ ス  デバイ スの ロ ケーシ ョ ン情報を分析する こ と がで き ます。

ユーザ名 と パス ワー ド を使用し て  CMX 分析のユーザ イ ン ターフ ェ イ スに ロ グ イ ン し ます
（図 4-1 を参照）。

図 4-1 CMX 分析の [Login] ページ

[CMX Analytics] ホーム  ページ:

 • ゾーンやプレゼン ス  サ イ ト を移動する ビジ ターに関する さ ま ざ ま なパ ラ メ ータ を可視化し
て把握しやす く する、 簡単な方法を提供し ます。

 • さ ま ざ ま な ウ ィ ジ ェ ッ ト でページの表示を カ ス タ マ イ ズ し て、 調査の関心事に適合させる
こ と がで き ます。

 • ゾーンやプレゼン ス  サ イ ト 内のビジ ター数、 費やす時間、 訪れる頻度を推定し ます。

[CMX Analytics] ホーム  ページには、 次の も のが含まれます。

 • 「[Dashboard] タ ブ」 （P.4-2）

 • 「[Analytics] タ ブ」 （P.4-5）

 • 「[Reports] タ ブ」 （P.4-8）
1
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 第 4 章      [CMX Analytics] ホーム ページについて               
[Dashboard] タ ブ
[Dashboard] タ ブ
[CMX Analytics] ダ ッ シ ュ ボー ド は、 ゾーン ま たはプレゼン ス  サ イ ト に移動し たビジ ターに関
する さ ま ざ ま なパラ メ ータ を可視化し て把握しやす く する簡単な方法を提供し ます。 日々の分
析ダ ッ シ ュ ボー ド の利用で、 現在の ト レ ン ド ま たはイベン ト を調べ、 要件に応じ て さ ま ざ ま な
ウ ィ ジ ェ ッ ト に よ り ダ ッ シ ュ ボー ド を カ ス タ マ イ ズで き ます。

（注） ダ ッ シ ュ ボー ド  タ ブのデータはフ ィ ルタ リ ン グ さ れ、 検知さ れていた期間が 5 分以上 10 時間
未満であ るデバイ スが表示さ れます。 こ れら の滞在時間パ ラ メ ータ を変更する には、 CMX 分
析ユーザ イ ン ターフ ェ イ スで [Setting] > [CMX Analytics] > [Threshold Settings] よ り 行って く だ
さ い。

デフ ォル ト では、 [Dashboard] タ ブは、 CMX 分析の UI ロ グ イ ンする と き に表示され、 次の内容
が含まれます （図 4-2 を参照）。

図 4-2 [Dashboard] ページ 

 • [Page selector] ： [Page selector] ア イ コ ン を ク リ ッ ク し て、 左側のペイ ン を表示し ます。 左側
のペイ ンに、 次の内容が表示さ れます。

図 4-3 左側のペイ ン

 – [Add Page] ： パーソ ナ ラ イ ズ さ れたダ ッ シ ュ ボー ド を作成し ます。

 – [Welcome] ： ホーム  ページを開き ます。

 – ページの タ イ ト ルを ク リ ッ クする と 、 名前の変更、 保存、 および削除を実行で き ます。
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第 4 章      [CMX Analytics] ホーム ページについて

[Dashboard] タ ブ 
こ こ では、 次の内容について説明し ます。

 • 「ウ ィ ジ ェ ッ ト の設定」 （P.4-3）

 • 「ダ ッ シ ュ ボー ド と ウ ィ ジ ェ ッ ト の編集」 （P.4-4）

ウ ィ ジ ェ ッ ト の設定

ダ ッ シ ュ ボー ド に新し いウ ィ ジ ェ ッ ト を追加する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 [Dashboard] ページの左上側にあ る  [Page selector] ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 2 左側のペイ ンか ら  [+ Add Page] を ク リ ッ ク し ます。 4 つのウ ィ ジ ェ ッ ト  ダ ッ シ ュ ボー ド が右側
のペイ ンに表示さ れます。

ステ ッ プ 3 [Untitled Page] テキ ス ト  ボ ッ ク スにダ ッ シ ュ ボー ド の名前を入力し、 [Save] を ク リ ッ ク し ます。
左側のペイ ンに新規に追加さ れたダ ッ シ ュ ボー ド が表示されます。

ステ ッ プ 4 [+ Add Widget] を ク リ ッ ク し て、 ダ ッ シ ュ ボー ド に新し いウ ィ ジ ェ ッ ト を追加し ます。 [Add a 
Widget] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが開き ます。

ステ ッ プ 5 [Add a Widget] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 次の内容を実行し ます。

 • フ ロ ア  マ ッ プか ら、 分析に含める ビルデ ィ ン グ内の場所を選択し ます。

（注） 場所の選択は、 ロ ケーシ ョ ン対応ゾーンでのみ使用で き、 プレゼン ス対応サ イ ト では使
用で き ません。

 • [Analytic] タ ブで、 ウ ィ ジ ェ ッ ト の分析パ ラ メ ータ を選択し ます （[Dwell]、 [Device 
Count]、 ま たは [Conversion Percentage]）。

 – [Dwell] ： デバイ スが ターゲ ッ ト  ゾーン ま たはサ イ ト に と ど ま っていた平均時間を表示
し ます。

 – [Device Count] ： ゾーン内ま たはサ イ ト 内のデバイ スの数を表示し ます。

 – [Conversion Percentage] ： ス ト ア内に入ったデバイ ス と 、 ス ト アを通過し たデバイ スの
割合を表示し ます。

（注） [Conversion Percentage Widget] はプレゼン ス分析でのみ表示さ れます。

 • [Visualization] タ ブで、 ウ ィ ジ ェ ッ ト の表示形式を選択し ます （[Line Chart] ま たは [Bar 
Chart]）。

 • [Zones] タ ブで、 次の操作を行います。

 – ロ ケーシ ョ ン対応ゾーンのデータ を収集する には、 検索テキ ス ト  ボ ッ ク スにゾーン名
の一部ま たはゾーン名全体を入力し て ク イ ッ ク検索を実行する か、 該当する ゾーンの
横にあ る オプシ ョ ン  ボ タ ン を選択し ます。

 – プレゼン ス対応サ イ ト のデータ を収集する には、 検索テキ ス ト  ボ ッ ク スにサ イ ト 名の
一部ま たはサ イ ト 名全体を入力し て ク イ ッ ク検索を実行する か、 該当する プレゼン ス  
サ イ ト の横にあ る オプシ ョ ン  ボ タ ン を選択し ます。
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[Dashboard] タ ブ
 • [Date & Time] タ ブで、 日時を設定し ます。

 – カ レ ンダー ア イ コ ン を ク リ ッ ク し て、 開始日 と 終了日を選択する か、 [Select from a 
Preset] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら プ リ セ ッ ト 値を選択し ます。 選択可能なプ リ セ ッ ト
は、 [Today]、 [Yesterday]、 [This Week]、 [This Month]、 および [Last Month] です。

 – 時間ア イ コ ンを ク リ ッ ク し て、 時刻、 時間、 分を選択するか、 [Select from a Preset] ド
ロ ッ プダウ ン リ ス ト からプ リ セ ッ ト 値を選択し ます。 使用可能なプ リ セ ッ ト は、 [All 
day]、 [Business hours]、 [Morning]、 [Lunch time]、 [Afternoon]、 および [Evening] です。

ステ ッ プ 6 [ADD WIDGET] を ク リ ッ ク し て、 ダ ッ シ ュ ボー ド に こ の ウ ィ ジ ェ ッ ト を追加し ます。

新たに追加さ れた ウ ィ ジ ェ ッ ト と データ がダ ッ シ ュ ボー ド に表示されます。 こ のデータは、 ビ
ジ ター ト ラ フ ィ ッ ク の傾向、 滞在時間、 新規ビジ ター と  ア ク セス を繰 り 返すビジ ターの対比
などの情報を示し ます。 こ の統計情報を も と に、 顧客エンゲージ メ ン ト の改善を図る こ と がで
き ます。

ダ ッ シュボー ド とウ ィ ジ ェ ッ ト の編集

ダ ッ シ ュ ボー ド 内で個々の ウ ィ ジ ェ ッ ト を編集する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 ウ ィ ジ ェ ッ ト の右上隅にあ る   ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。

図 4-4 ダ ッ シュボー ド とウ ィ ジ ェ ッ ト の編集

ステ ッ プ 2 必要なパラ メ ータ を編集し、 [Save Changes] を ク リ ッ ク し ます。
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[Analytics] タ ブ 
[Analytics] タ ブ
[Analytics] タ ブで、 ビルデ ィ ング ま たは環境を通過するデバイ スの詳細な分析を実行し、 3D お
よび 2D 環境で分析の結果を表示で き ます。

こ こ では、 次の内容について説明し ます。

 • 「[Options] ペイ ン」 （P.4-5）

 • 「[Analytics] タ ブのツールバー」 （P.4-7）

 • 「CMX 分析を  3D 表示する前提条件」 （P.4-7）

[Options] ペイン

[Rules] ペイ ン を使用する こ と で、 分析の適用対象 と な る特定のデバイ ス  セ ッ ト を識別で き ま
す。 そ し て、 次の内容を表示で き ます。

 • [Building] ： 分析用に MSE と 同期されたすべてのビルデ ィ ン グ を示し ます。

 • [Type] ： 実行する分析の各種タ イ プを表示し ます （[Zone Analysis]、 [Alternative Path 
Analysis]、 [Heat Maps]、 および [Location Analysis]）。 詳細については、 「「分析」 （P.5-1）」
を参照し て く だ さ い。

 • [Date/Time] ： こ れは、 特定の日時に分析を制限し ます。 [Date/Time] グループ ボ ッ ク ス を ク
リ ッ ク し て、 次の内容を設定し ます。

（注） 日付セレ ク タ を使用する と 、 データベースに利用可能なデータ が存在する日付のみを選
択で き ます。

 – カ レ ンダー ア イ コ ン を ク リ ッ ク し て、 開始日 と 終了日を選択する か、 [Select from a 
Preset] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら プ リ セ ッ ト 値を選択し ます。 選択可能なプ リ セ ッ ト
は、 [Today]、 [Yesterday]、 [This Week]、 [This Month]、 および [Last Month] です。

 – 時間ア イ コ ン を ク リ ッ ク し て、 時刻、 時間、 分を選択する か、 [Select from a Preset] ド
ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら プ リ セ ッ ト 値を選択し ます。 使用可能なプ リ セ ッ ト は、 [All 
Day]、 [Business Hours]、 [Morning]、 [Lunch Time]、 [Afternoon]、 および [Evening] 
です。

（注） 特定の期間の次のパスに限 り 、 分析の対象 と な り ます。 た と えば、 期間が午前 6 時 と 午後 4 時
の間であ る場合、 午前 6 時か ら開始し て午後 4 時までに終了する時間の方向に限 り 分析の対象
と な り ます。

 • [Zones] ： こ れは、 特定のゾーンに分析を制限し ます。 [Zones] グループ ボ ッ ク ス を ク リ ッ
ク し て、 次の内容を設定し ます。

 – [Restrict to Zones] ： こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し、 1 つ以上のゾーン を選択し て、
選択し たゾーンに分析を制限し ます。 ビルデ ィ ン グの一部だけ分析する場合は、 選択
さ れた部分に関する情報のみ表示さ れます。
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[Analytics] タ ブ
（注） ゾーンは、 Prime Infrastructure でのカバレ ッ ジ領域 と し て定義さ れています。 関連付け
られたデータ があ る場合に、 ゾーン名が維持さ れます。 そのため、 Prime Infrastructure 
の以前のゾーン を削除する間、 自然なデータ のプルーニン グ ま たはロールオーバー中に
データベースか ら消え る まで、 以前のゾーンが [Analytics] の メ ニ ューに残さ れます。

 • [Path Filters] ： こ れは、 分析用に事前定義さ れたゾーンで、 特定のパス を通ったデバイ スに
分析を制限し ます。 次のオプシ ョ ンがあ り ます。

 – [Starts In] ： [Starts In] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 最初にワ イ ヤレ ス  デバイ スが検出さ
れたゾーン を選択し ます。

 – [Visits] ： [Visits] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 デバイ スが通過する中間ゾーン を選択し
ます。

 – [Ends In] ： [Ends In] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 最後にデバイ スが検出さ れたゾーン
を選択し ます。

 • [Tags] ： こ れは、 ポ イ ン ト 、 パスおよびデバイ スに関連付け られてい る追加ラベルを設定
し ます。 こ れに よ り 、 製造業者、 ア ソ シエー ト /プ ローブなどの特性に基づいてデバイ スの
選択を記述する こ と がで き ます。

 • [Advanced Filters] ： こ れは、 特定の特性のポ イ ン ト およびパスに分析を制限し ます。

 – [Location Filters] ： [Location Filters] では、 滞在時間を詳し く 把握し てい る ポ イ ン ト を選
択で き ます。 こ れは、 複数のポ イ ン ト が隣接し て検出された場合に利用し ます。 これ
ら の （実際の） ポ イ ン ト は 1 つに置き換え られ、 こ れに関連付け られる滞在時間は最
初 と 最後のポ イ ン ト 間の経過期間にな り ます。 少ないデータ を使用し ますが、 主に こ
のフ ィ ルタ が滞在時間の よ り 正確な見積 り を得る ために使用されます。 副次的な影響
と し て、 内部に こ れら のポ イ ン ト の イ ン ス タ ン ス を持つデバイ ス /パス を特定し ます。
見積った滞在には、 実際のパス を含むすべてのポ イ ン ト が含まれます。

 – [Path Filters] ： [Path Filters] を使用する こ と で、 パスの定量的な制約に基づいて分析す
るデータ を選択する こ と がで き ます。 次の異な る定量的制約を選択し て、 パス  フ ィ ル
タ のパスに使用で き ます。

 • [Length] ： [Length] は、 分析対象をポ イ ン ト 間の直線距離の合計内にあ るパスに制限し
ます。

 • [Duration] ： [Duration] は、 分析対象をパス上の最初 と 最後の時間ポ イ ン ト 間の合計期
間に制限し ます。

 • [Hops] ： [Hops] は、 そのパス上で行われた ロ ケーシ ョ ン観測の数の測定値です。

 • [Granularity] オプシ ョ ン ： こ こ では、 検索する一般的な ロ ケーシ ョ ンの数を指定で き ます。

（注） [Number of Locations and Optimal] フ ィ ール ド は、[Typical Locations] 分析に対し て表示さ
れます。

 – [Number of Locations] ： 分析に含める ロ ケーシ ョ ンの数を入力し ます。 ゾーン分析で多
数の ロ ケーシ ョ ン を選択する と 、 その領域全体でマーカーが高密度に集中し ます。

 – [Optimal] ： 数学的に ロ ケーシ ョ ン数を決定する場合、 こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに
し ます。

 – [Number of Paths] ： 分析に含めるパスの数を入力し ます。
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[Analytics] タ ブ 
[Analytics] タ ブのツールバー

[Analytics] タ ブには、 ページの右上部にツールバーがあ り ます （図 4-5 を参照）。

図 4-5 [Analytics] タ ブのナビゲーシ ョ ン ツールバー ： 右上

 • [Top View] ： フ ロ ア  マ ッ プの上面図を表示し ます。

 • [Site View] ： フ ロ ア  マ ッ プの側面図を表示し ます。

[Analytics] タ ブには、 ページの右下にナビゲーシ ョ ン  ツールバーがあ り ます。 こ のウ ィ ン ド ウ
では、 2D および 3D 環境で表示し ている場合は、 3D ま たは 2D ナビゲーシ ョ ンおよびビルデ ィ
ン グ ま たは領域の可視化で き る オーバーレ イへのア ク セスが提供されています。

図 4-6 [Analytics] タ ブのナビゲーシ ョ ン ツールバー ： 右下

 • [View]

 – [3D] ： CMX 分析シ ス テムでは、 分析結果を  3D 環境で表示で き る機能が提供さ れてい
ます。 こ れに よ り 、 フ ロ ア  パスが複数あ る場合や、 複数階のビルデ ィ ン グで滞在時間
が計算さ れる と き に、 結果がわか り やす く な り ます。

 – [2D] ： CMX 分析では、 分析結果を  2D で表示で き る機能が提供さ れています。 2D 環境
は、 オープン  スペースの分析ま たは地理的状況にビルを配置する など、 主に屋外の視
覚化に使用さ れます。

 • [Rotate/Move] ： こ れを ク リ ッ ク し て、 フ ロ ア図面を移動ま たは回転し ます。

 • [Floorplan] ： こ れを ク リ ッ ク し て、 ビルデ ィ ングの個々のフ ロ ア図面を表示し ます。

 • [Zones] ： こ れを ク リ ッ ク し て、 フ ロ アに表示する ゾーン を選択し ます。

 • [Access Points] ： こ れを ク リ ッ ク し て、 フ ロ ア図面のア ク セス  ポ イ ン ト を表示し ます。

CMX 分析を 3D 表示する前提条件

 • CMX 分析シ ス テム を設定し ます。 詳細については、 「CMX 分析シ ス テムのセ ッ ト  ア ッ プ
のワーク フ ロー」 （P.2-1） を参照し て く だ さ い。

 • CMX 分析では、 Three.js library を介し て WebGL を使用し た分析結果の 3D 表示がサポー ト
さ れます。 互換性のあ る ブ ラ ウザの詳細については、 「WebGL 要件」 （P.2-5） を参照し て く
だ さ い。
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[Reports] タ ブ
[Reports] タ ブ
CMX 分析レポー ト は、 共通の行動パターン を長期にわたってモニ タする ために必要です。 ビ
ルデ ィ ン グ全体での移動状況だけでな く 、 ビルデ ィ ン グの個々のゾーンでの行動パターンにつ
いて よ り ゾーン指向の分析を提供し ます。 詳細については、 「レポー ト 」 （P.7-1） を参照し て く
だ さ い。
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分析

こ の章では、 ビルデ ィ ン グ ま たは環境に存在するデバイ スに対し て実行可能な異な る タ イ プの
分析について説明し ます。 次の分析を実行で き ます。

 • 「ゾーン分析」 （P.1）

 • 「代替パス分析」 （P.4）

 • 「 ヒ ー ト  マ ッ プ」 （P.6）

 • 「一般的な ロ ケーシ ョ ン」 （P.7）

（注） レポー ト の時間ウ ィ ン ド ウは、 通常、 分析に対し て長 く な り ます。 レポー ト は、 デフ ォル ト で 
800 万ポ イ ン ト に制限さ れた完全な分析データベースに比べてかな り 小さ い集約データベース
か ら実行さ れます。 こ の よ う な理由か ら、 レポー ト よ り 分析で利用で き る履歴が少な く 表示さ
れる可能性があ り ます。

ゾーン分析
ゾーン分析は、 定義済みのゾーンにデータ を分解し ます。 これ ら の領域の中央には、 複数の特
性 と グ ラ フ も表示さ れます。

ゾーン分析は、 定義さ れた各ゾーンの滞在時間、 デバイ ス数、 および混雑度などのパ ラ メ ータ
を示し ます。 ゾーンが定義さ れていない場合、 デフ ォル ト に よ って各フ ロ ア全体が分析されま
す。 最初の結果は、 ゾーンの中央に色の付いたマーカーに よ って示されます。 色はゾーン  パ ラ
メ ータ のいずれかの値の範囲を示し ます。

（注） 平均の滞在時間は、 ゾーンに滞在し、 通過し ていないデバイ スに対し てのみ報告されます。 そ
のため、 分析はゾーン内の滞在時間が 2 分に満たないデバイ スに基づいています。

ゾーン分析での分析

ステ ッ プ 1 [CMX Locations] ホームページで、 [Analytics] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 2 [Rules] ペイ ンで、 次の内容を実行し ます。

 • [Building] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト で、 こ の分析を実施する ビルデ ィ ング を選択し ます。 ド
ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト には、 MSE と 同期さ れたすべてのビルデ ィ ングが含まれます。

 • [Type] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 [Zone Analysis] を選択し ます。
1
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ゾーン分析
ステ ッ プ 3 [Rules] ペイ ンで、 パラ メ ータ化さ れたルールを分析に適用で き ます。 詳細については、
「[Options] ペイ ン」 （P.4-5） を参照し て く だ さ い。

ステ ッ プ 4 [Run] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 5 右側のペイ ンの下部にあ るナビゲーシ ョ ン  ツールバーの [3D] ま たは [2D] ビ ューを ク リ ッ ク し
て、 3D 環境ま たは 2D 環境の結果を表示し ます。

ステ ッ プ 6 滞在時間の分布を表示する には、 [Dwell] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 7 特定の領域で特定さ れる一意の MAC ア ド レ スの数を表示する には、 [Device Count] を ク リ ッ
ク し ます。

ステ ッ プ 8 特定の領域におけ る一定時間の人の密度を表示する には、 [Crowding] を ク リ ッ ク し ます。

次の情報は、 特定の ノ ー ド の上で ク リ ッ クする と 表示さ れます。

 • ゾーンおよび領域

 • 時刻

 • 選択し たゾーンの動作の よ り 詳細な測定を提供するデバイ ス

 – デバイ スの数

 – ア ク セス回数

 – ポ イ ン ト の数

図 5-1 全日のデバイスの分布
2
Cisco CMX 分析サービス コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン  ガイ ド

OL-32454-01-J



第 5 章      分析

ゾーン分析
図 5-2 滞在時間の分布

図 5-3 平均的なアクセス と繰り返しのアクセスの分布
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代替パス分析
代替パス分析 
代替パス分析では、 ビルデ ィ ン グの異な る領域間でデバイ スのフ ローを決定で き ます。 つま
り 、 各開始ポ イ ン ト か ら各目的点に移動する （およびその逆の） デバイ ス を割合で示し ます。
デバイ スが開始ポ イ ン ト を訪問し た後、 複数の目的点を訪問する場合、 最初の目的点のみ分析
の対象 と な り ます。

こ の分析に よ って、 1 つのポ イ ン ト を去って別のポ イ ン ト に移動する場合、 人が さ ま ざ ま な方
向を選択する こ と が理解で き ます。 ま た、 任意の領域を設定し、 それ ら のエ リ ア間の移動にか
か る時間を見積も る こ と がで き ます。 こ の分析は、 中心が ソース  ポ イ ン ト と な る特定の円の範
囲内で、 すべての通過するパス を識別する こ と で開始さ れます。 これは、 各目的点および周辺
の範囲で同じ方式を使用し ます。

代替パス分析での分析

ビルデ ィ ングで代替パス分析を使用し て さ まざ まな領域を分析するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 1 [CMX Locations] ホームページで、 [Analytics] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 2 [Rules] ペイ ンで、 次の内容を実行し ます。

 • [Building] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト で、 こ の分析を実施する ビルデ ィ ング を選択し ます。 ド
ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト には、 MSE と 同期さ れたすべてのビルデ ィ ングが含まれます。

 • [Type] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 [Alternative Path] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [Rules] ペイ ンで、 パラ メ ータ化さ れたルールを分析に適用で き ます。 詳細については、
「「[Options] ペイ ン」 （P.4-5）」 を参照し て く だ さ い。

（注） 代替パス分析を実行する には、 開始ポ イ ン ト と 目的ポ イ ン ト の両方を定義する必要があ り ま
す。 こ れら のポ イ ン ト を定義する には、 マ ッ プま たはビルデ ィ ン グ を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 4 ビーコ ン  ポ イ ン ト を配置する適切なフ ロ アに移動し ます。 さ ま ざ ま なフ ロ アで これ ら のポ イ ン
ト を定義で き ます。

ステ ッ プ 5 右側のペイ ンにあ る  [Beacons] グループ ボ ッ ク スに開始ポ イ ン ト と 目的ポ イ ン ト を定義し ます。

 • [Radius] テキ ス ト  ボ ッ ク スに範囲を入力し ます。 [Radius] では、 各ポ イ ン ト の管轄領域を
指定し ます。 デバイ スは、 分析の対象 と な る管轄領域を通過する必要があ り ます。

 • [Start] オプシ ョ ン  ボ タ ン を選択し、 マ ッ プを ク リ ッ ク し て開始ポ イ ン ト を配置し ます。

 • [Destination] オプシ ョ ン ボタ ンを選択し、 マ ップを ク リ ッ ク して目的ポイ ン ト を配置し ます。

ステ ッ プ 6 [Run] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 7 右側のペイ ンの下部にあ るナビゲーシ ョ ン  ツールバーの [3D] ま たは [2D] ビ ューを ク リ ッ ク し
て、 3D 環境ま たは 2D 環境の結果を表示し ます。

代替パスの結果は、 開始点か ら目的点へのブレーク ア ウ ト  ラ イ ン を示し、 色は開始点 と 目的点
間のスプ リ ッ ト の割合を示し ます。
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代替パス分析
図 5-4 代替パス分析

次の情報は、 期間と速度の分布を表示するために特定の ノード を ク リ ッ クする と表示されます。

 • 基本情報

 – フ ィ ルタ さ れるデバイ スの数

 – フ ィ ルタ さ れるデバイ スの う ち開始点ビーコ ン を通過するデバイ スの数

 – それら のデバイ スの う ちどの目的点も通過し ないデバイ スの数

 • 入手先

 – 平均持続時間

 – 平均速度

 – デバイ スの数

 – パーセンテージ

 • Destination

 – 平均持続時間

 – 平均速度

 – デバイ スの数

 – パーセンテージ
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ヒー ト  マ ッ プ
図 5-5 開始点から目的点へのデバイスの数

図 5-6 目的点と速度チャー ト

ヒー ト  マ ッ プ
ヒ ー ト  マ ッ プは、 ポ イ ン ト  データ を グ ラ フ ィ カルに表示し、 マ ッ プにすべてのデータ を表示
で き ます。 ビジー領域 （敷地内で多 く のデータ が存在する領域） は、 濃い色で表されます。
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一般的なロケーシ ョ ン
ヒー ト  マ ッ プ分析での分析

ヒ ー ト  マ ッ プの分析を実行する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 [Analysis] グループ ボ ッ ク スで、 次を実行し ます。

 • [Building] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト で、 分析の対象 と する ビルデ ィ ング を選択し ます。

 • [Type] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 [Heat Maps] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [Rules] グループ ボ ッ ク スか ら、 パラ メ ータ化さ れたルールを分析に適用で き ます。 詳細につ
いては、 「「[Options] ペイ ン」 （P.4-5）」 を参照し て く だ さ い。

ステ ッ プ 3 [Run] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 4 右側のペイ ンの下部にあ るナビゲーシ ョ ン  ツールバーの [3D] ま たは [2D] ビ ューを ク リ ッ ク し
て、 3D 環境ま たは 2D 環境の結果を表示し ます。

各フ ロ アの ヒ ー ト  マ ッ プ分布が、 右側のペイ ンに表示さ れます。

図 5-7 ヒー ト  マ ッ プの分析

一般的なロケーシ ョ ン
一般的な ロ ケーシ ョ ン分析では、 ビルデ ィ ン グの さ ま ざ ま な領域を決定し、 ビルデ ィ ン グ内の
ビジ ターの行動を測定し ます。 ロ ケーシ ョ ン分析は、 領域で検出されたすべてのポ イ ン ト を代
表的な領域にセグ メ ン ト 化する方法で、 その領域上でパ ラ メ ータ が計算されます。

ロ ケーシ ョ ン分析プ ロ セスは、 観測対象の地理的な レ イ ア ウ ト に よ って決定される領域に、 す
べてのデバイ ス を ク ラ ス タ リ ン グする こ と に よ り 開始されます。 各ポ イ ン ト は特定の領域に割
り 当て られ、 各領域はセン ター ポ イ ン ト で表さ れます。 いったん領域のセ ッ ト が確立される
と 、 ビルデ ィ ン グ内のその領域の人の動き を反映する、 各領域に関連付け られたすべてのパ ラ
メ ータ が計算さ れます。

ロ ケーシ ョ ン分析を実行し た結果は、 Wi-Fi 検出領域において、 ポ イ ン ト の拡が り を示すセン
ター ポ イ ン ト に よ って表さ れる、 領域のセ ッ ト です。
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（注） 滞在時間は、 すべてのデバイ スで報告さ れます。 通過デバイ スおよび滞在デバイ ス間には、
フ ィ ルタ リ ン グがあ り ません。 代わ り に、 必要に応じ て、 パス期間のフ ィ ルタ が これを提供し
ます。

領域と ゾーン

領域 と ゾーンは、 概念は異な り ますが連動し ています。 領域およびゾーン を定義する場合は、
次の点を考慮する必要があ り ます。

 • ゾーンは、 ユーザ定義の領域で、 名前を持ってお り レポー ト ま たはパス  ルールの目的で使
用さ れます。 ゾーンはオーバーラ ッ プ可能で、 ビルデ ィ ン グすべてを カバーする必要はあ
り ませんが、 各階も ゾーンの 1 つです。

（注） ゾーンは、 Prime Infrastructure でのカバレ ッ ジ領域に対応し ます。

 • 領域は検出さ れた Wi-Fi ベースの ロ ケーシ ョ ンに対する、 数学的ク ラ ス タ リ ングに よ って
定義さ れます。

 • ク ラ ス タ領域は、 確立さ れた既知のゾーンが存在し ない場合、 ま たはロ ケーシ ョ ン  スペー
スの全部を確実に分析対象 と する場合に使用さ れます。 一般的な ロ ケーシ ョ ン分析は、 単
一のゾーンに誘導さ れ、 滞在度が高い領域および滞在度が低い領域を表示し ます。

 • 各領域には、 ア イ コ ンで表示さ れている、 一連の動作パ ラ メ ータ が関連付け られています。

次の よ う な さ ま ざ ま な動作の測定値があ り ます。

 • 滞在時間 ： 滞在時間ま たは待機時間 と は、 人がビルデ ィ ン グ内で移動する際に、 その領域
に と ど ま っている と 見な さ れる時間です。

 • 混雑度 ： 混雑度は、 特定の領域におけ る一定時間の人の密度に よ って測定されます。

 • デバイ ス数 ： こ れは、 領域内で識別さ れた一意の MAC ア ド レ スの数を示し てお り 、 フ ィ
ルタ リ ン グ し た条件に基づいて定義さ れます。

一般的なロケーシ ョ ン分析での分析

ビルデ ィ ン グの さ ま ざ ま な領域で一般の ロ ケーシ ョ ン分析を実行する には、 次の手順に従い
ます。

ステ ッ プ 1 [CMX Locations] ホームページで、 [Analytics] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 2 [Rules] ペイ ンで、 次の内容を実行し ます。

 • [Building] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト で、 こ の分析を実施する ビルデ ィ ング を選択し ます。 ド
ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト には、 MSE と 同期さ れたすべてのビルデ ィ ングが含まれます。

 • [Type] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 [Typical Locations] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [Rules] ペイ ンで、 パラ メ ータ化さ れたルールを分析に適用で き ます。 詳細については、
「[Options] ペイ ン」 （P.4-5） を参照し て く だ さ い。

ステ ッ プ 4 [Run] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 5 右側のペイ ンの下部にあ るナビゲーシ ョ ン  ツールバーの [3D] ま たは [2D] ビ ューを ク リ ッ ク し
て、 3D 環境ま たは 2D 環境の結果を表示し ます。

ステ ッ プ 6 滞在時間の分布を表示する には、 [Dwell] を ク リ ッ ク し ます。
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一般的なロケーシ ョ ン
ステ ッ プ 7 特定の領域で特定さ れる一意の MAC ア ド レ スの数を表示する には、 [Device Count] を ク リ ッ
ク し ます。

ステ ッ プ 8 特定の領域におけ る一定時間の人の密度を表示する には、 [Crowding] を ク リ ッ ク し ます。

図 5-8 一般的なロケーシ ョ ン分析

次の情報は、 特定の ノ ー ド の上で ク リ ッ クする と 表示されます。

 • ゾーン

 • 混雑度の イ ンデ ッ ク ス

 • 滞在時間の中央値

 • 中央値絶対偏差

 • デバイ スの数

 • すべてのフ ィ ルタ さ れるデバイ ス （%）

 • ア ク セス回数

 • ポ イ ン ト の数

 • 現在の分析
9
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図 5-9 時系列で示された分布

図 5-10 滞在時間の分布
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図 5-11 アクセスの分布
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プレゼンス分析

CMX ロ ケーシ ョ ン分析に よ り 、 組織はワ イ ヤレ ス  テ ク ノ ロ ジーおよびロ ケーシ ョ ン  テ ク ノ ロ
ジーか ら、 多 く の有用なビジネ ス  イ ンテ リ ジ ェ ン ス を得る こ と がで き ます。 ロ ケーシ ョ ン  テ
ク ノ ロ ジーが機能する ためには、 正確なマ ッ プ と 、 少な く と も  3 個のア ク セ ス  ポ イ ン ト （AP）
か ら の三角測量計算が必要です。 1 ～ 2 個の AP を導入し ている組織では、 三角測量計算を実行
する こ と がで き ません。 プレゼン ス分析を使用する と 、 1 ～ 2 個の AP を導入し ている組織で も
ワ イ ヤレ ス  テ ク ノ ロ ジーを使って顧客のパターン と 振る舞いを理解で き ます。

プレゼン ス分析は、 ア ク セス  ポ イ ン ト を使用し てビジ ターのモバイル デバイ スから ビジ ターの
存在を検知する包括的な ロ ケーシ ョ ン分析およびエンゲージ メ ン ト のプラ ッ ト フ ォームです。

Cisco AP はワ イ ヤレ ス  デバイ スか ら のプ ローブ要求を検出し、 それら の メ ッ セージを  Control 
and Provisioning of Wireless Access Points （CAPWAP） ト ンネル経由でワ イ ヤレ ス  LAN コ ン ト
ローラ （WLC） に転送し ます。 WLC は Network Mobility Services Protocol （NMSP） プ ロ ト コル
を介し て、 こ れら の メ ッ セージを測定通知 と し て  Mobility Services Engine （MSE） に送信し ま
す。 プ ローブ要求はワ イ ヤレ ス  デバイ スか ら定期的に送信さ れます。 プ ローブ要求に含まれる
情報を使用し て、 ワ イ ヤレ ス  ホ ッ ト スポ ッ ト の範囲内のビジ ターの傾向、 滞在時間、 新規ビジ
ター と  繰 り 返し ビジ ターの対比などの情報を特定で き ます。 こ れ ら のデバイ スは、 ワ イ ヤレ ス
関連付けの状態に関係な く 、 ア ク セス  ポ イ ン ト に よ って検出可能です。 デバイ スがア ク セス  
ポ イ ン ト に接続し ていない場合で も、 デバイ スが信号範囲内にあ り 、 ワ イ ヤレ ス機能がオンに
なっていれば、 そのデバイ スの存在が検出さ れます。

プレゼン ス分析では受信信号強度表示 （RSSI） と 、 高信号強度の期間を使用し て、 ク ラ イ アン
ト  デバイ スがサ イ ト 内に と ど ま っている か、 ま たは単に通過し ている だけであ る かを判断し ま
す。 AP に よ って収集さ れるデータは、 分析ダ ッ シ ュ ボー ド に報告さ れます。

プレゼン ス分析は次の情報を提供し ます。

 • さ ま ざ ま なサ イ ト におけ る顧客エンゲージ メ ン ト と 顧客ロ イ ヤルテ ィ の向上に使用で き る
ロ ケーシ ョ ン統計情報。

 • ロ ケーシ ョ ン間でのモバイル動作に関する詳細情報。 これに よ り 、 オンサ イ ト 顧客エ ク ス
ペ リ エン ス を強化し、 ビジ ター エンゲージ メ ン ト を獲得する ための よ り 適切な決定を下
し、 ビジネ ス戦略を最適化する こ と がで き ます。

 • 初回ビジ ターの数 と  繰 り 返し ビジ ターの数を対比する統計情報、 およびス ト アを通過し た
デバイ スの数 と  ス ト アに一定期間滞在し たデバイ スの数を対比し た統計情報。

（注） CMX 分析サービ ス を イ ネーブルにする と 、 プレゼン ス分析が イ ネーブルにな り ます。 プレゼ
ン スはプレゼン ス  サ イ ト に属し ている ア ク セス  ポ イ ン ト でのみ機能し ます。 プレゼン ス  サ イ
ト を まだ設定し ていない場合、 プレゼン ス  データは収集さ れず、 ダ ッ シ ュ ボー ド  ウ ィ ザー ド
と レポー ト は実行さ れません。
1
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アクセス ポイン ト のインポー ト
プレゼン ス分析ではマ ッ プを作成する必要がないため、 Prime Infrastructure （PI） か ら  Mobility 
Services Engine （MSE） にア ク セス  ポ イ ン ト を手動で イ ンポー ト する必要があ り ます。

次の方法で PI か ら  MSE にア ク セス  ポ イ ン ト を イ ンポー ト で き ます。

 • Prime Infrastructure NBAPI か ら ア ク セス  ポ イ ン ト を イ ンポー ト する

 • Prime Infrastructure レポー ト か ら のア ク セス  ポ イ ン ト のエ ク スポー ト

Prime Infrastructure NBAPI からアクセス ポイン ト をインポー ト する

Prime Infrastructure （PI） Northbound API （NBAPI） か ら ア ク セス  ポ イ ン ト を イ ンポー ト する に
は、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 1 [CMX Analytics] ホームページの右上側にあ る  [Settings] ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。

[Presence Analytics] タ ブが表示さ れます。

ステ ッ プ 2 [Import Access Points] リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。PI か ら ア ク セス  ポ イ ン ト を イ ンポー ト する た
めのページが表示さ れます。

ステ ッ プ 3 [PI Host/IP] テキ ス ト  ボ ッ ク スで、 PI を イ ン ス ト ールし たサーバの IP ア ド レ ス ま たはホ ス ト 名
を入力し ます。

ステ ッ プ 4 [Username] テキ ス ト ボ ッ ク スに PI ユーザ名を入力し ます。

ステ ッ プ 5 [Password] テキ ス ト  ボ ッ ク スにパス ワー ド を入力し ます。

ステ ッ プ 6 [Import] を ク リ ッ ク し て、 Prime Infrastructure か らすべてのア ク セス  ポ イ ン ト をプレゼン ス分
析に イ ンポー ト し ます。

ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示さ れます。

（注） すべてのア ク セス  ポ イ ン ト が イ ンポー ト さ れます。 既に MSE に含まれてい る ア ク セス  ポ イ ン
ト については元の情報が保持さ れます。

ステ ッ プ 7 [OK] を ク リ ッ ク し ます。
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ア ク セス ポイ ン ト のイ ンポー ト  
Prime Infrastructure レポー ト からのアクセス ポイン ト のエクスポー ト

Prime Infrastructure でア ク セ ス  ポ イ ン ト のレポー ト を生成し て、 MSE に こ のレポー ト を イ ン
ポー ト で き ます。 Prime Infrastructure のレポー ト か ら ア ク セス  ポ イ ン ト をエ ク スポー ト する に
は、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 1 Web ブ ラ ウザで Prime Infrastructure ユーザ イ ン ターフ ェ イ スに ロ グ イ ン し ます。

ステ ッ プ 2 [Reports] > [Report Launch Pad] の順に選択し ます。

ステ ッ プ 3 左側のサ イ ド バーの メ ニ ューか ら、 [Device] > [Inventory] の順に選択し ます。

ステ ッ プ 4 [New] を ク リ ッ ク し ます。

こ のレポー ト では、 PI に よ って管理さ れている ア ク セス  ポ イ ン ト 、 コ ン ト ローラ、 および 
MSE の イ ンベン ト リ 関連情報を生成で き ます。

ステ ッ プ 5 [Inventory Report Details] ページで、 次の項目を設定し ます。

 • [Report Title] ： レポー ト 名を入力し ます。

 • [Report Type] ： [Combined Inventory] レポー ト を選択し ます。

 • [Customize Report] を ク リ ッ ク し、 次の項目を設定し ます。

 – [Custom Report Name] ： [Custom Report Name] ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から  [AP Inventory] 
を選択し ます。

 – [Available data fields/Data fields to include] ： [Add >] ボ タ ン ま たは [< Remove] ボ タ ン を
使用し て、 強調表示さ れたフ ィ ール ド を  [Available data fields] カ ラ ム と  [Data fields to 
include] カ ラ ムの間で移動し ます。 [AP Name] が [Data fields to include] カ ラ ムに必ず含
まれる よ う に し て く だ さ い。

 – [Data field sorting] ： [Data field sorting] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト で、 [AP Name] に よ る
ソー ト を設定し ます。

 – [Apply] を ク リ ッ ク し ます。
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 • [Scheduling] ： 設定し た ス ケジ ュールに従って レポー ト を実行する には、 [Enable] チェ ッ ク
ボ ッ ク ス をオンに し ます。

 • [Export Format] ： レポー ト 実行後にレポー ト 結果をエ ク ス ポー ト する形式 と し て  [CSV] を
選択し ます。

 • [Destination] ： 宛先タ イ プ （[File] ま たは [Email]） を選択し ます。 該当する フ ァ イルの場所
ま たは電子 メ ール ア ド レ ス を入力し ます。

 • [Save and Export] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 6 [Export Results] ページの [Download] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 7 .csv フ ァ イルを開き、 ア ク セス  ポ イ ン ト  セ ク シ ョ ンの上下にあ る関係のない行をすべて削除し
ます。

ステ ッ プ 8 .csv フ ァ イルを保存し ます。 サ イ ト  リ ス ト の イ ンポー ト 時に こ のフ ァ イルを使用で き ます。 サ
イ ト  リ ス ト の イ ンポー ト を参照し て く だ さ い。 

プレゼンス サイ ト の管理
プレゼン ス  サ イ ト と は、 い く つかのア ク セス  ポ イ ン ト および関連する属性か ら な る ス ト アで
す。 プレゼン ス分析はプレゼン ス  サ イ ト に属する ア ク セス  ポ イ ン ト に対し てのみ機能し ます。
プレゼン ス  サ イ ト を まだ設定し ていない場合、 プレゼン ス  データは収集さ れず、 ダ ッ シ ュ
ボー ド  ウ ィ ザー ド と レポー ト は実行さ れません。

（注） 同じ ア ク セス  ポ イ ン ト を複数のプレゼン ス  サ イ ト に割 り 当て る こ と はで き ません。

サ イ ト  リ ス ト に関する次のいずれかのオプシ ョ ン を選択で き ます。

 • プレゼン ス  サ イ ト の作成

 • サ イ ト  リ ス ト の イ ンポー ト

プレゼンス サイ ト の作成

プレゼン ス  サ イ ト を作成する には、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 1 [CMX Analytics] ホームページの [Settings] ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 2 [Add Presence Sites] リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

[Manage Presence Sites] ウ ィ ン ド ウが表示さ れます。
4
Cisco CMX 分析サービス コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン  ガイ ド

OL-32454-01-J



第 6 章      プレゼンス分析

プレゼンス サイ ト の管理 
ステ ッ プ 3 [CREATE A SITE] を ク リ ッ ク し ます。

[Create Presence Site Entries Sites] ウ ィ ン ド ウが表示さ れます。

ステ ッ プ 4 [Create Presence Site Entries] ウ ィ ン ド ウ で次の項目を設定し ます。

 • [Presence Site Name] ： プレゼン ス  サ イ ト の名前を入力し ます。 サ イ ト の名前 と し て、 任意
のス ト アを指定で き ますが、 プレゼン ス  サ イ ト と ロ ケーシ ョ ン  ゾーンにおいて一意であ る
必要があ り ます。

 • （オプシ ョ ン） [Presence Site Description] ： プレゼン ス  サ イ ト についての簡単な説明を入力
し ます。

 • （任意） [Tags] ： サ イ ト の リ ス ト を フ ィ ルタ リ ングする と き に使用で き る追加の タ グ ま たは
ラベルを使用し て、 プレゼン ス  サ イ ト にマーク を付け ます。 ロ ケーシ ョ ン、 ス ト アの規模
な どの タ グ をサ イ ト に付け る こ と がで き ます。

 • AP をプレゼン ス  サ イ ト に関連付け る には、 以下の手順に従います。

 – ア ク セス  ポ イ ン ト の ク イ ッ ク検索を実行する には、 AP 名の一部、 完全な AP 名、 ま た
は AP ア ド レ ス を  [Associated Access Points] 検索テキ ス ト  ボ ッ ク スに入力し、適切な  AP 
名ま たは IP ア ド レ ス を選択する か、 ま たは AP 名の横にあ る オプシ ョ ン  ボ タ ン を選択
し ます。

（注） 1 つのサ イ ト に複数のア ク セ ス  ポ イ ン ト を関連付け る こ と がで き ますが、 複数のサ イ ト
に同一ア ク セス  ポ イ ン ト を関連付け る こ と はで き ません。

 • （オプシ ョ ン） [Threshold Settings] パネルを展開し て、 次の項目を設定し ます。 グ ローバル
設定か ら継承さ れる グ ローバル設定をオーバーラ イ ド する よ う 、 各プレゼン ス  サ イ ト の し
き い値を設定で き ます。 詳細については、 「レポー ト 」 を参照し て く だ さ い。

 – [Signal Strength] ： モバイル デバイ スがア ク セス  ポ イ ン ト に送信する測定値です。 ス ラ
イ ダを使用し て し き い値レベルを増減で き ます。 し き い値を低 く する には 1 番目のス
ラ イ ダを使用し、 し き い値を高 く する には 2 番目のス ラ イ ダを使用し、 滞在時間の設
定 と 併せて、 デバイ スがサ イ ト に と ど ま っている かど う かを判別し ます。

 – [Dwell] ： 滞在時間 と 信号強度を組み合わせて使用し て、 デバイ スがサ イ ト 内に と ど
ま っている かど う かを判断し ます。

ステ ッ プ 5 別のサ イ ト を作成する には、 [SAVE AND CREATE NEXT] を ク リ ッ ク し ます。
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 第 6 章      プレゼンス分析            
プレゼンス サイ ト の管理
ステ ッ プ 6 すべてのプレゼン ス  サ イ ト を作成し た ら、 [SAVE AND CLOSE] を ク リ ッ ク し ます。

作成さ れたプレゼン ス  サ イ ト が、 プレゼン ス  サ イ ト  リ ス ト に表示さ れます。

サイ ト  リ ス ト のインポー ト

サ イ ト  リ ス ト を イ ンポー ト する には、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 1 ス テ ッ プ 1 か ら ス テ ッ プ 8 の手順に従って、 Prime Infrastructure （PI） か ら  Mobility Services 
Engine （MSE） にア ク セス  ポ イ ン ト をエ ク ス ポー ト し ます。

ステ ッ プ 2 [CMX Analytics] ホームページの [Settings] ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 3 [Add Presence Sites] リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 4 [Manage Presence Sites] ウ ィ ン ド ウで [Import a Site List] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 5 フ ァ イル シ ス テム内で保存済みの CSV フ ァ イルを参照し て イ ンポー ト し、 [Open] を ク リ ッ ク
し ます。

ステ ッ プ 6 [CSV Import] ダ イ ア ロ グ  ウ ィ ン ド ウ で [Confirm] を ク リ ッ ク し ます。

プレゼンス サイ ト の編集

プレゼン ス  サ イ ト を編集する には、 次の手順に従し ます。

ステ ッ プ 1 [CMX Analytics] ホームページの [Settings] ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 2 [Presence Sites] リ ス ト で、 プレゼン ス名の横のオプシ ョ ン  ボ タ ン を選択し て   ア イ コ ン を
ク リ ッ ク し ます。

[Modify Presence Site] ウ ィ ン ド ウが表示さ れます。

ステ ッ プ 3 必要な変更を行い、 [SAVE AND CLOSE] を ク リ ッ ク し ます。

プレゼンス サイ ト の削除

1 つま たは複数のプレゼン ス  サ イ ト を削除で き ます。 プレゼン ス  サ イ ト を削除する には、 次の
手順に従います。

ステ ッ プ 1 [CMX Analytics] ホームページの [Settings] ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 2 1 つのプレゼン ス  サ イ ト を削除する には、 プレゼン ス  サ イ ト の横のオプシ ョ ン  ボ タ ン を選択し
て  ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 3 複数のプレゼン ス  サ イ ト を削除する には、 それら のサ イ ト のオプシ ョ ン  ボ タ ン を選択し て 
[Delete Selected] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 4 確認ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで [Confirm] を ク リ ッ ク し、 削除を完了し ます。
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し きい値設定
し きい値設定
プレゼン ス分析ではデバイ スの信号強度 と 高信号強度の期間を使用し て、 ク ラ イ アン ト  デバイ
スがサ イ ト 内に と ど ま っている か、 ま たは単に通過し ている だけかを判断し ます。 信号強度だ
けでは、 デバイ スがサ イ ト 内に と ど ま っている かど う かを判断で き ません。 プレゼン ス分析で
は、 次の 2 つの Received Signal Strength Indication （RSSI） し き い値設定を使用し て、 デバイ ス
がサ イ ト 内に と ど ま っている かど う かを判断し ます。

 • [Lower threshold] ： デフ ォル ト の下限し きい値は -95 dBm です。 RSSI が -95 dBm 以下のデ
バイ ス を無視する こ と がで き ます。

 • [Higher threshold] ： デフ ォル ト の上限し き い値は -65 dBm です。 デバイ スの信号強度が X 分
間を超えて上限し き い値よ り も高い場合、 そのデバイ スはビジ ターつま り ス ト ア内に と ど
ま っている と 見な さ れます。

 • [Dwell] ： こ の滞在時間 と 信号強度を組み合わせて使用し て、 デバイ スがサ イ ト 内に と ど
ま っている かど う かを判断し ます。

次の方法で し き い値レベルを管理で き ます。

 • グ ローバルし き い値設定

 • サ イ ト し き い値設定

 • 複数サ イ ト の し き い値設定

グローバルし きい値設定

グ ローバルし き い値設定は、 特定の し き い値設定を持たないすべてのプレゼン ス  サ イ ト のデ
フ ォル ト です。 グ ローバル設定を行 う には、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 1 [CMX Analytics] ホームページの[Settings] ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。

[Presence Analytics] タ ブが表示さ れます。

ステ ッ プ 2 [Threshold Settings] リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 3 [Threshold Settings] ウ ィ ン ド ウ で次の項目を設定し ます。

 • [Signal Strength] ： ス ラ イ ダを使用し て し き い値レベルを増減で き ます。 し き い値を低 く す
る には 1 番目のス ラ イ ダを使用し、 し きい値を高 く する には 2 番目のス ラ イ ダを使用し、
滞在時間の設定 と 併せて、 モバイル デバイ スがス ト アに と ど ま っている かど う かを判別し
ます。

 • [Dwell] ： こ の滞在時間 と 信号強度を組み合わせて使用し て、 デバイ スがサ イ ト 内に と ど
ま っている かど う かを判断し ます。

サイ ト し きい値設定

グ ローバル設定か ら継承さ れる グ ローバル設定をオーバーラ イ ド する よ う 、 各プレゼン ス  サ イ
ト の し き い値を設定で き ます。 し き い値設定は、 プレゼン ス  サ イ ト の作成時ま たは編集時に指
定で き ます。

詳細については、 プレゼン ス  サイ ト の作成およびプレゼン ス  サイ ト の編集を参照し て く だ さい。
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 第 6 章      プレゼンス分析            
プレゼンス サイ ト のウ ィ ジ ェ ッ ト の追加
複数サイ ト のし きい値設定

複数サ イ ト の し き い値設定を変更する には、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 1 [CMX Analytics] ホームページの [Settings] ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。

[Presence Analytics] タ ブが表示さ れます。

ステ ッ プ 2 複数のサ イ ト を選択し ます （プレゼン ス  サ イ ト の横のオプシ ョ ン  ボ タ ン を ク リ ッ クする か、
ウ ィ ン ド ウ中央にあ る検索ボ ッ ク スでサ イ ト 名の一部ま たはサ イ ト 名全体を入力し てプレゼン
ス  サ イ ト を ク イ ッ ク検索し ます）。 次に [Threshold Settings] リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 3 必要な変更を行って、 [SAVE] を ク リ ッ ク し ます。

プレゼンス サイ ト のウ ィ ジ ェ ッ ト の追加
プレゼン ス  サ イ ト のウ ィ ジ ェ ッ ト を追加する には、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 1 [Dashboard] ページの左上側にあ る  [Page selector] ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 2 左側のペイ ンか ら  [+ Add Page] を ク リ ッ ク し ます。 4 つのウ ィ ジ ェ ッ ト  ダ ッ シ ュ ボー ド が右側
のペイ ンに表示さ れます。

ステ ッ プ 3 [Untitled Page] テキ ス ト  ボ ッ ク スにダ ッ シ ュ ボー ド の名前を入力し、 [Save] を ク リ ッ ク し ます。
左側のペイ ンに新規に追加さ れたダ ッ シ ュ ボー ド が表示されます。

ステ ッ プ 4 [+ Add Widget] を ク リ ッ ク し て、 ダ ッ シ ュ ボー ド に新し いウ ィ ジ ェ ッ ト を追加し ます。 [Add a 
Widget] ウ ィ ン ド ウで、 次の項目を設定し ます。

 • [Analytic] タ ブ ： ウ ィ ジ ェ ッ ト について次のいずれかのパ ラ メ ータ を選択し ます。

 – [Dwell] ： デバイ スがサ イ ト に と ど ま っていた平均時間を表示し ます。

 – [Device Count] ： サ イ ト 内のデバイ スの数を表示し ます。

 – [Conversion Percentage] ： ス ト アに入ったデバイ ス と 、 ス ト アを通過し たデバイ スの
パーセンテージを表示し ます。 ビジ ターの数 と 合計数を確認する には、 マ ウ ス をそ こ
に移動し ます。

 • [Visualization] タ ブ ： ウ ィ ジ ェ ッ ト の表示形式 （[Line Chart] ま たは [Bar Chart]） を選択し
ます。

 • [Zones] タ ブ ： 分析対象のプレゼン ス  サ イ ト を選択し ます。 検索テキ ス ト  ボ ッ ク スにサ イ
ト 名の一部ま たは完全なサ イ ト 名を入力し てプレゼン ス  サ イ ト の ク イ ッ ク検索を実行する
か、 ま たはプレゼン ス  サ イ ト のオプシ ョ ン  ボ タ ン を選択する こ と がで き ます。

 • [Date & time] タ ブ ： 次の項目を設定し ます。

 – カ レ ンダー ア イ コ ン を ク リ ッ ク し て、 開始日 と 終了日を選択する か、 [Select from a 
Preset] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら プ リ セ ッ ト 値を選択し ます。 プ リ セ ッ ト は、
[Today]、 [Yesterday]、 [This Week]、 および [This Month] です。

 – 時間ア イ コ ンを ク リ ッ ク し て、 時刻、 時間、 分を選択するか、 [Select from a Preset] ド
ロ ッ プダウ ン リ ス ト からプ リ セ ッ ト 値を選択し ます。 選択でき るプ リ セ ッ ト は、 [All 
day]、 [Business hours]、 [Morning]、 [Lunch time]、 [Afternoon]、 および [Evening] です。

ステ ッ プ 5 [ADD WIDGET] を ク リ ッ ク し て、 こ の ウ ィ ジ ェ ッ ト をダ ッ シ ュ ボー ド に追加し ます。
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プレゼンス サイ ト のウ ィ ジ ェ ッ ト の追加 
新たに追加さ れた ウ ィ ジ ェ ッ ト と データ がダ ッ シ ュ ボー ド に表示されます。 こ のデータは、 ビ
ジ ター ト ラ フ ィ ッ ク の傾向、 滞在時間、 新規ビジ ター と  繰 り 返し ビジ ターの対比などの情報を
示し ます。 こ の統計情報を活用し て、 顧客エンゲージ メ ン ト の改善を図る こ と がで き ます。

図 6-1 Dwell Wizard

図 6-2 Device Count Wizard
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レポー ト
図 6-3 Conversion Percentage Wizard

レポー ト
プレゼン ス分析では、 次のレポー ト がサポー ト さ れています。 レポー ト の詳細については、
第 7 章 「レポー ト 」 を参照し て く だ さ い。

 • 「コ ンバージ ョ ン率」 （P.7-2）

 • 「日単位のビジ ター と 滞在時間」 （P.7-3）

 • 「時単位のビジ ター と 滞在時間」 （P.7-5）

 • 「ア ク セス を繰 り 返すビジ ター」 （P.7-9）
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レポー ト

CMX 分析は、 特定の敷地内のデバイ スの動作パターン を理解し、 監視する ための さ ま ざ ま な
レポー ト を提供し ます。

分析レポー ト  フ ァ シ リ テ ィ は、 パラ メ ータ化さ れたテンプレー ト のプ ロ ビジ ョ ニン グに よ り 、
よ り 定期的でマネージ ャ向けの情報セ ッ ト を提供し、 特定のゾーンにおいて一定の期間にわ
たって発生する さ ま ざ ま な共通 ト レ ン ド と パターン を測定し ます。

レポー ト の時間ウ ィ ン ド ウは、 通常、 分析に対し て長 く な り ます。 レポー ト は、 デフ ォル ト で 
800 万ポ イ ン ト に制限さ れた完全な分析データベースに比べてかな り 小さ い集約データベース
か ら実行さ れます。 こ の よ う な理由か ら、 レポー ト よ り 分析で利用で き る履歴が少な く 表示さ
れる可能性があ り ます。

（注） ダ ッ シ ュ ボー ド  タ ブのデータはフ ィ ルタ リ ン グ さ れ、 検知さ れていた期間が 5 分よ り 長 く  10 
時間未満であ るデバイ スが表示さ れます。 こ れら の滞在時間パ ラ メ ータ を変更する には、
[Settings] > [Presence Analytics] > [Threshold settings] メ ニ ューに移動し ます。

（注） レポー ト 用に使用で き るパラ メ ータ を自動設定で き ます。 し たがって、 データ ま たは時間を選
択する と き に、 他のオプシ ョ ンが制限さ れる可能性があ り ます。 こ れは、 約 30 ～ 40 のデータ  
ポ イ ン ト を  X 軸に沿って表示し て、 明瞭性を確保し ています。

こ の章の内容は、 次の と お り です。

 • 「コ ンバージ ョ ン率」 （P.7-2）

 • 「Detected vs.Connected Devices」 （P.7-4）

 • 「時単位のビジ ター と 滞在時間」 （P.7-5）

 • 「時単位のビジ ター と 滞在時間」 （P.7-5）

 • 「Movement Between Zones」 （P.7-7）

 • 「ア ク セス を繰 り 返すビジ ター」 （P.7-9）
1
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コ ンバージ ョ ン率
コ ンバージ ョ ン率
こ のレポー ト には、 ターゲ ッ ト  ゾーン /サ イ ト を訪れ、 かつ周囲のゾーンで も検出された人の
割合が表示さ れます。 こ れは、 付近にいた人の中で実際に ターゲ ッ ト  ゾーン /サ イ ト に入った
人数を示し ます。

た と えば、 店舗の場合、 レポー ト は店舗に入る前に店舗の外にいる人の割合を示し ます。

詳細については、 「コ ンバージ ョ ン率の設定」 （P.7-2） を参照し て く だ さ い。

コ ンバージ ョ ン率の設定

（注） こ のレポー ト は、 ロ ケーシ ョ ンおよびプレゼン スに対応し たサ イ ト に対し て実行で き ます。

コ ンバージ ョ ン率のレポー ト を実行する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 [CMX Analytics] メ イ ン  ページで、 [Reports] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 2 [Report Type] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 [Conversion Percentage] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [What percentage visited] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら ゾーン ま たはサ イ ト を選択し ます。

 • ロ ケーシ ョ ン  ゾーンに対し て こ のレポー ト を実行する には、 2 つのゾーン をセ ッ ト ア ッ プ
する必要があ り ます。 1 つのゾーンは人が入る関心対象ゾーンで、 も う  1 つは潜在的なビ
ジ ターが含まれる管轄ゾーンです。

 • プレゼン ス  サ イ ト に対し て こ のレポー ト を実行する には、 プレゼン ス  サ イ ト を  1 つだけ選
択する必要があ り ます。

 • [Date/Time Selection] グループ ボ ッ ク スで次の内容を設定し ます。

 – カ レ ンダー ア イ コ ン を ク リ ッ ク し て、 開始日 と 終了日を選択する か、 [Select from a 
Preset] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら プ リ セ ッ ト 値を選択し ます。 使用可能なプ リ セ ッ ト
は、 [Yesterday]、 [Last Week]、 および [Last Month] です。

 – 時間ア イ コ ンを ク リ ッ ク し て、 時刻、 時間、 分を選択するか、 [Select from a Preset] ド
ロ ッ プダウ ン リ ス ト からプ リ セ ッ ト 値を選択し ます。 使用可能なプ リ セ ッ ト は、 [All 
day]、 [Business hours]、 [Morning]、 [Lunch Time]、 [Afternoon]、 および [Evening] です。

ステ ッ プ 4 [Run Report] を ク リ ッ ク し ます。

レポー ト の PDF では、 一定の日数の間、 関心対象ゾーン /サ イ ト を通過する ビジ ター、 ま たは
関心対象ゾーン /サ イ ト に入る ビジ ターの割合を右側のペイ ンに表示されます。

（注） レポー ト の上部にあ る ズーム制御を使用し て、 レポー ト  ビ ューのサ イ ズを拡大し た り 、 縮小し
た り し ます。 レポー ト を保存する には、 右上隅にあ る  [Download] ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。
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第 7 章      レポー ト

日単位のビジ ターと滞在時間
図 7-1 コ ンバージ ョ ン率のレポー ト

日単位のビジ ターと滞在時間
こ のレポー ト は、 ターゲ ッ ト  ゾーン /サ イ ト の一定の日数において、 同じ時間ウ ィ ン ド ウで複
数の滞在時間カテゴ リ 間のデバイ ス数を比較し ます。 詳細については、 「日単位のビジ ターお
よび滞在時間の設定」 （P.7-3） を参照し て く だ さ い。

日単位のビジ ターおよび滞在時間の設定

（注） こ のレポー ト は、 ロ ケーシ ョ ン対応ゾーンおよびプレゼン ス対応サイ ト に対し て実行でき ます。

日単位のデバイ スおよび滞在時間レポー ト を実行する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 [CMX Analytics] ホーム  ページで、 [Reports] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 2 [Report Type] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 [Daily Visitors and Dwell Time] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 ロ ケーシ ョ ン  ゾーンに対し て こ のレポー ト を実行する には、 対象ゾーン と し て参照する ゾーン
を選択し ます。

ステ ッ プ 4 プレゼン ス  サ イ ト に対し て こ のレポー ト を実行する には、 プレゼン ス  サ イ ト を指定し ます。

ステ ッ プ 5 [Date/Time Selection] グループ ボ ッ ク スで次の内容を設定し ます。

 • カ レ ンダー ア イ コ ン を ク リ ッ ク し て、 開始日 と 終了日を選択する か、 [Select from a Preset] 
ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら プ リ セ ッ ト 値を選択し ます。 使用可能なプ リ セ ッ ト は、
[Yesterday]、 [Last Week]、 および [Last Month] です。
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Detected vs.Connected Devices
ステ ッ プ 6 [Run Report] を ク リ ッ ク し ます。

レポー ト には、 数日間にわた る ゾーン /サ イ ト に滞在し たデバイ ス数 と 平均時間の両方が示され
ます。

図 7-2 日単位のビジ ターと滞在時間のレポー ト

Detected vs.Connected Devices
こ のレポー ト は、 特定のゾーンで特定の期間にわたってネ ッ ト ワーク に接続されていたデバイ
ス数、 およびプ ローブ さ れていただけのデバイ ス数の概要を示し ます。

詳細については、 「選択さ れたゾーンでの [Detected vs.Connected Devices] の設定」 （P.7-4） を参
照し て く だ さ い。

選択されたゾーンでの [Detected vs.Connected Devices] の設定

（注） プレゼン ス対応サ イ ト に対し て こ のレポー ト を実行する こ と はで き ません。

選択し たゾーンでの検出さ れたデバイ スおよび 接続さ れたデバイ スのレポー ト を実行する に
は、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 [CMX Analytics] ホーム  ページで、 [Reports] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 2 [Report Type] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 [Detected vs.   Connected Devices] を選択し ます。
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時単位のビジ ターと滞在時間
 • [Date/Time Selection] グループ ボ ッ ク スで次の内容を設定し ます。

 – カ レ ンダー ア イ コ ン を ク リ ッ ク し て、 開始日 と 終了日を選択する か、 [Select from a 
Preset] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら プ リ セ ッ ト 値を選択し ます。 使用可能なプ リ セ ッ ト
は、 [Yesterday]、 [Last Week]、 および [Last Month] です。

 – 時間ア イ コ ンを ク リ ッ ク し て、 時刻、 時間、 分を選択するか、 [Select from a Preset] ド
ロ ッ プダウ ン リ ス ト からプ リ セ ッ ト 値を選択し ます。 使用可能なプ リ セ ッ ト は、 [All 
day]、 [Business hours]、 [Morning]、 [Lunch Time]、 [Afternoon]、 および [Evening] です。

 • [Zone] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 ゾーン を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [Run Report] を ク リ ッ ク し ます。

レポー ト には、 選択し たゾーンの関連付け られた ク ラ イ アン ト およびプ ローブ された ク ラ イ ア
ン ト が表示さ れます。

こ のレポー ト には、 次の結果が含まれます。

 • 一定時間にわたって選択さ れた領域で、 関連付け られたデバイ ス、 検出されたデバイ ス、
接続さ れたデバイ ス を表示する グ ラ フ。

 • フ ロ アのデバイ スの分布を示すイ メ ージ。

図 7-3 検出および 接続されたデバイスのレポー ト

時単位のビジ ターと滞在時間
こ のレポー ト は、 ターゲ ッ ト  ゾーン /サ イ ト の一定の日数において、 同じ時間ウ ィ ン ド ウで複
数の滞在時間カテゴ リ 間のデバイ ス数を比較し ます。 結果の乱れを防ぐ ため、 時間ウ ィ ン ド ウ
は 1 日のみを選択で き ます。 例外は、 日単位のビジ ター と 滞在時間です。

詳細については、 「時単位のビジ ター と 滞在時間の設定」 （P.7-6） を参照し て く だ さ い。
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時単位のビジ ターと滞在時間
時単位のビジ ターと滞在時間の設定

（注） こ のレポー ト は、 ロ ケーシ ョ ン対応ゾーンおよびプレゼン ス対応サイ ト に対し て実行でき ます。

時単位のデバイ スおよび滞在時間レポー ト を実行する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 [CMX Analytics] ホーム  ページで、 [Reports] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 2 [Report Type] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 [Hourly Visitors and Dwell Time] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 こ のレポー ト を ロ ケーシ ョ ン対応ゾーンに対し て実行する には、 [Zone] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト
か ら、 対象ゾーン と し て参照する ゾーン を選択し ます。

ステ ッ プ 4 こ のレポー ト をプレゼン ス対応サ イ ト に対し て実行する には、 [Zone] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か
ら、 プレゼン ス  サ イ ト を選択し ます。

ステ ッ プ 5 [Date/Time Selection] グループ ボ ッ ク スで次の内容を設定し ます。

 – カ レ ンダー ア イ コ ン を ク リ ッ ク し て、 開始日 と 終了日を選択する か、 [Select from a 
Preset] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら プ リ セ ッ ト 値を選択し ます。 使用可能なプ リ セ ッ ト
は、 [Yesterday]、 [Last Week]、 および [Last Month] です。

 – 時間ア イ コ ンを ク リ ッ ク し て、 時刻、 時間、 分を選択するか、 [Select from a Preset] ド
ロ ッ プダウ ン リ ス ト からプ リ セ ッ ト 値を選択し ます。 使用可能なプ リ セ ッ ト は、 [All 
day]、 [Business hours]、 [Morning]、 [Lunch Time]、 [Afternoon]、 および [Evening] です。

ステ ッ プ 6 [Run Report] を ク リ ッ ク し ます。

時単位のビジ ター と 滞在時間のレポー ト が、 右側のペイ ンに表示されます。

図 7-4 時単位のビジ ターと滞在時間
6
Cisco CMX 分析サービス コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン  ガイ ド

OL-32454-01-J



第 7 章      レポー ト
Movement Between Zones  
Movement Between Zones
Movement Between Zones レポー ト は、 デバイ スが関心対象ゾーンの内外へ移動する際の、 特定ポ
イ ン ト におけ るすべてのゾーンの詳細を提供し ます。 このレポー ト は、 次の情報を表示し ます。

 • デバイ スが最初に検出さ れたゾーン

 • 最後にデバイ スが検出さ れる前後の中間ゾーン

ゾーン間の移動の設定

（注） プレゼン ス対応サ イ ト に対し て こ のレポー ト を実行する こ と はで き ません。

ゾーン間の移動を実行する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 [CMX Analytics] ホーム  ページで、 [Reports] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 2 [Select Report Type] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 [Movement between Zones] を選択し ます。

 • [Date/Time Selection] グループ ボ ッ ク スで次の内容を設定し ます。

 – カ レ ンダー ア イ コ ン を ク リ ッ ク し て、 開始日 と 終了日を選択する か、 [Select from a 
Preset] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら プ リ セ ッ ト 値を選択し ます。 使用可能なプ リ セ ッ ト
は、 [Yesterday] および [Last Week] です。

 – 時間ア イ コ ンを ク リ ッ ク し て、 時刻、 時間、 分を選択するか、 [Select from a Preset] ド
ロ ッ プダウ ン リ ス ト からプ リ セ ッ ト 値を選択し ます。 使用可能なプ リ セ ッ ト は、 [All 
day]、 [Business hours]、 [Morning]、 [Lunch Time]、 [Afternoon]、 および [Evening] です。

 • [Zone] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 関心対象ゾーン と し て参照する ゾーン を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [Run Report] を ク リ ッ ク し ます。

Movement Between Zones レポー ト が、 右ペイ ンに表示さ れます。

図 7-5 入口ゾーンにあるデバイス
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Movement Between Zones
図 7-6 出口ゾーンにあるデバイス

図 7-7 ターゲ ッ ト  ゾーンにアクセスする前に表示されるデバイス 
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ア ク セスを繰り返すビジ ター
図 7-8 ターゲ ッ ト  ゾーンにアクセス し た後に表示されるデバイス 

アクセスを繰り返すビジ ター
こ のレポー ト には、 選択し たビルデ ィ ン グ /サ イ ト に特定の回数にわたってア ク セス し たデバイ
スの割合の詳細が表示さ れます。 [Date/Time selection] の設定に よ り 、 複数日付か ら な る参照
セ ッ ト を示す時間枠が指定さ れます。 [Counting visits since] で日付を設定する と 、 その日付か
ら  [Date/Time selection] で設定し た日付/時刻までの間の、 選択し たデバイ スのア ク セス頻度が
判明し ます。 た と えば、 敷地に今週ア ク セス し たデバイ スの、 過去 1 か月にわた る ア ク セ ス頻
度などです。

詳細については、 「「繰 り 返し ア ク セスする ビジ ターの設定」 （P.7-9）」 を参照し て く だ さ い。

繰り返し アクセスするビジ ターの設定

ア ク セスの頻度を実行する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 [CMX Analytics] で、 [Reports] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 2 [Report Type] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 [Repeat Visitors] を選択し ます。

次の よ う なパラ メ ータ が表示さ れます。

 • [Counting visits since] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 特定の開始日を選択し ます。

 • [Building] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 ビルデ ィ ング を選択し ます。

 • カ レ ンダー ア イ コ ン を ク リ ッ ク し て、 開始日 と 終了日を選択する か、 [Select from a Preset] 
ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら プ リ セ ッ ト 値を選択し ます。 使用可能なプ リ セ ッ ト は、
[Yesterday] および [Last Week] です。
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ア クセスを繰り返すビジ ター
 • 時間ア イ コ ン を ク リ ッ ク し て、 時刻、 時間、 分を選択する か、 [Select from a Preset] ド ロ ッ
プダ ウ ン  リ ス ト か ら プ リ セ ッ ト 値を選択し ます。 使用可能なプ リ セ ッ ト は、 [All day]、
[Business hours]、 [Morning]、 [Lunch Time]、 [Afternoon]、 および [Evening] です。

ステ ッ プ 3 [Run Report] を ク リ ッ ク し ます。 レポー ト が右ペイ ンに表示さ れます。
10
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付 録 A

CMX 分析システム メ ッ セージ

こ の付録では、 Cisco CMX 分析サービ スのシ ス テム  メ ッ セージのを示し ます。 シ ス テム  ソ フ
ト ウ ェ アは、 動作時に コ ン ソールに次の メ ッ セージを送信し ます。

こ の付録の内容は、 次の と お り です。

 • 「セ ッ ト ア ッ プ時」 （P.A-1）

 • 「分析時」 （P.A-2）

 • 「分析のエ ラー メ ッ セージ」 （P.A-4）

セ ッ ト ア ッ プ時

次の表は、 CMX 分析シ ス テムのセ ッ ト  ア ッ プ中に表示さ れる エ ラー メ ッ セージを示し ます。

表 A-1 セ ッ ト ア ッ プ時のエラー メ ッ セージ

エ ラー メ ッ セージ 推奨処置

No UI is displayed at all  • JBoss が動作し てい る こ と を確認し ます。 接続に Telnet を使
用し て ローカルホ ス ト で接続が承認されない場合、 マシン
の IP ア ド レ ス を使用し て接続し ます。

Can’t login to application  • MSE データベースが稼働中で、 接続を承認し てい る かど う
かを確認し ます。

 • Execute ““java -jar QueryTool.jar “select count(*) from point””.0 
よ り 大き い数を表示し ている かど う か確認し ます。 そ う で
ない場合、 MSE API が稼働中で、 MSE ク ラ イ アン ト を実行
する こ と で接続を承認する かど う かを確認し ます。 そ う で
ない場合は、 MSE が稼働し てい る かど う かを確認し ます。

Invalid Username/Password CMX 分析では、 Prime Infrastructure UI でサービ スの選択時に付
与し た も の と 同じ ロ グ イ ン  パス ワー ド を使用し ます。

3D Environment appears but 
all floors are black

 • ブ ラ ウザのキ ャ ッ シ ュ を ク リ ア し ます。

 • 大き なフ ロ ア図面が ロー ド 中でない こ と を確認し ます。

Can’t select dates アプ リ ケーシ ョ ンの開始時に、 Oracle データベースか ら情報を
ダ ウ ン ロー ド し ます。 これは、 日付が利用可能にな る までに多
少時間がかかる こ と があ り ます。
A-1
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付録  A      CMX 分析システム メ ッ セージ            
  
分析時

次の表は、 分析中に表示さ れる可能性のあ る エ ラー メ ッ セージを示し ます。

No zones are referenced or 
shown

Prime Infrastructure でゾーンに対応する カバレ ッ ジ領域を入力す
る必要があ り ます。 分析を停止し てゾーン を追加し、 それか ら
再起動し て く だ さ い。

Latest available date is not 
current

MSE に ロ グ イ ン し、 最新データ のダ ウ ン ロー ド について  
/opt/mse/logs/analytics/mse.log を確認し ます。 こ れは、 最新の
データ を示し ます。 ま た、 MSE か ら  CMX 分析にデータ を転送
する と き に、 MSEclient プ ロ セス （java -jar MSEclient.jar run） が
実行中であ る こ と を確認し ます。 Prime Infrastructure が現在の ク
ラ イ アン ト を表示し ている かど う かを確認し ます。

表 A-1 セ ッ ト ア ッ プ時のエラー メ ッ セージ

エ ラー メ ッ セージ 推奨処置

表 A-2 分析時のエラー メ ッ セージ

エ ラー メ ッ セージ 推奨処置

Analytics hangs - no 
analytics results 
shown

 • 必要だけれど も利用で き ない一部の リ ソース を解放する かど う か
を確認する ために、 jboss を再起動し ます。

 • 進行中の分析を確認し て、 成功し なかった ス テ ッ プを特定する に
は、 server.log を確認し ます。

Points shown 
outside map or not 
where expected

 • 意図的に屋外領域が定義さ れてい る場合があ り ます。 ただ し、 通
常こ れはポ イ ン ト が MSE 三角測量アルゴ リ ズムに よ ってビルデ ィ
ングの外側に位置し てい る こ と を示し ます。 こ れに対応する方法
の 1 つは、 フ ロ アにデフ ォル ト で含める リ ージ ョ ンがあ り 、 それ
が通常画像の境界にあ る こ と を確認する方法です。 包含 リ ージ ョ
ンは、 フ ロ アの外部に位置するすべての も のが直近の境界にス
ナ ッ プ さ れてい る こ と を確認し ます。

 • 正し く 配置さ れてい る こ と を確認する には、 NCS マ ッ プ （2D 用）
の GPS マーカーの配置を確認し ます。

 • 屋外に履歴ポ イ ン ト を表示する フ ロ ア図面の寸法について最近の
変化を確認し ます。

 • AP 配置も確認し ます。
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No results appear in 
reports

 • こ れは、 パ ラ メ ータ が ソ リ ューシ ョ ン を指定し ない こ と に起因す
る可能性があ り ます。

 • 分析で同じ タ イ プの分析が実行で き る こ と を確認し ます。

Analytics not 
relating to believed 
reality

 • 予想し ていた も の と 一致し ない （ほ と んど動き がないはずの領域
が活発であ った り 、 滞在時間が想定よ り 短いなどの） 原因は数多
く あ り ます。 主な原因は、 表示するデバイ ス数およびビルデ ィ ン
グ内の場所です。

 • こ れまでは、 100 メ ー ト ル先であ って も、 よ り 多 く のデバイ ス を検
出する干渉の強い領域を検証し て き ま し た。 し か し、 こ れは精度
の低い AP の場合き ちん と 設定し たネ ッ ト ワーク で分か り やす く 表
示さ れません。

 • すべて適切であ る場合、 検証するべき点がい く つかあ り ます。

 – 1. ヒ ー ト マ ッ プ オプシ ョ ン を検証し ます。 こ れは、 ポ イ ン ト の
位置 と それら の密度ど を示し ます。 通常、 ト ラ フ ィ ッ ク が多い
領域は濃い色で、 表示さ れます。 数人し かいない と 思われる領
域で、 大量の ト ラ フ ィ ッ ク が表示さ れる こ と はあ り ません。 ポ
イ ン ト の分布が偏ってい る ま たは不自然であ る場合、 ネ ッ ト
ワーク配置が最適ではない可能性があ り ます。 次の例を参照し
て く だ さ い。 ま た、 ユーザは AP ロ ケーシ ョ ン を設定し、 検出
さ れたポ イ ン ト がそれら の周囲にあ る こ と を確認で き ます。

 – 分析が実行さ れる ポ イ ン ト は、 MSE 履歴データベースか ら直
接取得さ れます。 分析は こ のデータ を視覚化する方法であ る と
同時に、 MSE ま たはネ ッ ト ワーク がデバイ スがない場合に停
止し た時間を示す場合があ り ます。 MSE の以前の可用性を確
認し ます。 分析は MSE か ら各ポ イ ン ト を取得し て、 デバイ ス /
パスのデータベース を構築し ます。 そのため、 直接分析データ
ベース を検索し て、 続 く 分析が参照する対象を表示し ます。

 – 分析で特定のルールのデバイ ス数を確認する には、 [Typical 
locations] を選択し て、 [no of locations] で 「1」 と 設定し ます。
結果の 1 つの ノ ー ド 上のバルーンは、 デバイ ス /パス数および
ポ イ ン ト を示し ます。 こ の機能は、 今後の リ リ ースで公開さ れ
る予定です。

3.長期的な行動を示すよ う な レポー ト を見て、 ユーザが週末ま たは
ピーク時の傾向を示すこ と を確認し ます。 こ れは、 データベースの特
定の部分に焦点を当てて診断する のに役立つ場合があ り ます。 

表 A-2 分析時のエラー メ ッ セージ

エ ラー メ ッ セージ 推奨処置
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分析のエラー メ ッ セージ

次の表は、 分析のエ ラー メ ッ セージを示し ます。

表 A-3 分析のエラー メ ッ セージ

エ ラー メ ッ セージ 推奨処置

not enough data, 
please broaden your 
search terms"

特定のルールのセ ッ ト でデータ が見つか り ませんで し た。 フ ィ ルタ の一
部を削除ま たは拡張し て、 メ ッ セージが表示さ れな く な る かど う か確認
し てみて く だ さ い。 そ う な ら ない場合は、 データベースにデータ があ る
こ と を確認する必要があ り ます。

Max Point Limit 
Reached, using 
sample

指定し たフ ィ ルタ のセ ッ ト で大量のデータ が検出さ れます。 分析では、
最大 250000 ポ イ ン ト が現在想定されています。 これは、 デバイ ス数の
図が実際に検出さ れる水準以下に指定さ れてい る こ と を意味し ますが、
滞在や輻輳などの他のパ ラ メ ータは有効な ま まです。 こ れは、 現時点で
はハー ド 制限です。

Please provide 
correct beacon 
points”

代替パス分析の実行のために設定されたビーコ ン  ポ イ ン ト があ り ません。

Internal server error CMX 分析チーム （mse-analytics@cisco.com） までお問い合わせ く だ さい。
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